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立
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一
、
先
行
研
究
・
問
題
提
起

　
「
天
稚
彦
物
語
」
と
い
う
名
で
知
ら
れ
る
御
伽
草
子
に
は
二
系
統
の
作
品
が

あ
る
。
一
つ
は
神
婚
説
話
を
含
む
公
卿
恋
愛
物
語
で
、「
雨
若
御
子
の
物
語
」

「
あ
め
若
み
こ
物
語
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
い
ま
一
つ
は
天
界
遍
歴
譚
を
含
む
怪

婚
説
話
で
、
七
夕
の
由
来
譚
を
な
し
、「
天
稚
彦
草
子
」「
七
夕
物
語
」
と
も
呼

ば
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
蛇
婿
入
や
天
界
訪
問
、
七
夕
の
由
来
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
を
も
つ

後
者
を
研
究
対
象
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
を
あ
わ
せ
も
つ
諸
本
は
相
当
数
伝

え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
に
基
づ
き
「
天

稚
彦
物
語
」
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。「
天
稚
彦
物
語
」
の
本
文
の
系
統
に
は
、

絵
巻
系
と
冊
子
系
の
二
つ
が
あ
る
。
絵
巻
系
の
諸
本
は
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵

『
天
稚
彦
草
子
』
巻
子
本
（
上
巻
の
み
）
一
軸
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
東
洋
美
術
館

蔵
『
天
稚
彦
草
子
』（
下
巻
の
み
）
一
軸
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
『
天
稚
彦

物
語
絵
巻
』
絵
巻
二
軸
等
が
あ
る
。
冊
子
系
の
諸
本
は
、
大
阪
府
立
中
之
島
図

書
館
蔵
『
七
夕
』
奈
良
絵
本
上
中
下
三
巻
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
七
夕
も
の
語
』

奈
良
絵
本
上
中
下
三
巻
、
安
城
市
歴
史
博
物
館
蔵
『
七
夕
之
本
地
』（
赤
木
文

庫
旧
蔵
）
絵
巻
二
軸
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
「
天
稚
彦
物
語
」
は
絵
巻
系
と
冊
子
系
で
、
挿
絵
の
数
や
本
文
に
異
同
が
見

ら
れ
る
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
あ
る
。
何
よ
り
、
同
一
の
物
語
で
あ
り
な
が
ら

複
数
の
書
名
を
も
ち
、
絵
巻
と
冊
子
と
い
う
異
な
る
媒
体
で
伝
わ
る
と
い
う
外

形
的
相
違
は
、
本
作
の
成
立
と
享
受
の
双
方
に
わ
た
る
複
雑
な
問
題
の
存
在
を

端
的
に
示
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
絵
巻
系
本
文
の
代
表
で
あ
る
ベ
ル
リ
ン
国
立

東
洋
美
術
館
蔵
『
天
稚
彦
草
子
』
の
奥
書
に
は
、「
詞　

当
今
宸
筆　

絵　

土

佐
弾
正
藤
原
広
周
筆
」
と
あ
る
。
こ
の
奥
書
に
よ
り
、
詞
書
が
後
花
園
天
皇
に

よ
り
書
か
れ
た
こ
と
や
、
挿
絵
を
描
い
た
の
が
、
当
時
宮
廷
や
将
軍
家
の
御
用

絵
師
で
あ
っ
た
土
佐
広
周
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
絵
巻
系
本
文
の
信
頼
性

を
高
め
て
き
た
。
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
御
伽
草
子
集
』
に
お
い
て
、「
天
稚

彦
草
子
」
と
い
う
名
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
も
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
東
洋
美

術
館
本
を
底
本
と
す
る
絵
巻
系
本
文
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
も
、
冊
子
系
本
文

は
、
絵
巻
系
本
文
の
比
較
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
に
留
ま
っ
て
き
た
。

　
「
天
稚
彦
物
語
」
の
研
究
は
、
美
術
史
研
究
者
で
あ
る
秋
山
光
和
氏
「
天
稚

彦
草
紙
繪
巻
を
め
ぐ
る
諸
問
題
─
上
巻
圖
様
の
新
出
を
機
に
─
（
注
１
）」
の
先
駆
的
研

究
の
後
、
文
学
研
究
者
に
よ
っ
て
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
。
秋
山
氏

は
、
後
に
御
伽
草
子
の
諸
本
に
発
展
す
る
よ
う
な
詳
し
い
文
章
が
、
室
町
前
期

に
は
既
に
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
絵
と
し
て
興
趣
あ
る
場
面
を
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十
三
場
面
程
設
定
し
、
そ
の
理
解
に
必
要
な
程
度
で
物
語
の
大
筋
を
示
す
本
文

を
作
り
、
詞
書
と
し
て
書
き
添
え
た
の
が
、
現
存
す
る
絵
巻
系
諸
本
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。

　

松
波
久
子
氏
「
御
伽
草
子
『
七
夕
』
と
昔
話
（
注
２
）」
は
、
本
文
の
内
容
か
ら
、「
絵

巻
系
」
と
「
冊
子
系
」
に
分
類
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
前
者
は
、
古

風
、
素
朴
な
本
文
を
も
ち
、
神
話
回
帰
の
主
題
が
認
め
ら
れ
、
昔
話
思
考
的
で

あ
る
と
す
る
。
後
者
は
、
読
み
物
的
に
潤
色
を
加
え
た
本
文
を
も
ち
、
孝
に
よ

る
成
道
を
説
く
倫
理
観
、
仏
教
観
が
述
べ
ら
れ
、
物
語
的
性
格
を
も
つ
と
す

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
冊
子
系
本
文
は
、
絵
巻
系
の
素
朴
、
簡
潔
な
本
文
を
基

本
と
し
て
、
読
み
物
的
に
改
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

松
波
氏
の
意
見
に
反
論
す
る
の
は
、
勝
俣
隆
氏
「
中
世
小
説
『
あ
め
わ
か
み

こ
』
の
七
夕
系
本
文
系
統
新
旧
に
関
す
る
一
考
察
─
絵
と
本
文
の
齟
齬
を
通
し

て
─
（
注
３
）」
で
あ
る
。
勝
俣
氏
は
、
絵
巻
系
に
は
、
絵
と
対
応
す
る
本
文
が
な
い
場

面
が
存
在
す
る
と
指
摘
し
、
絵
と
一
致
す
る
本
文
を
有
す
る
冊
子
系
の
方
が
古

い
形
で
あ
る
と
す
る
。
挿
絵
式
の
絵
入
の
物
語
、
す
な
わ
ち
冊
子
系
本
文
が
先

に
あ
り
、
そ
の
絵
が
主
体
と
な
っ
て
、
本
文
が
省
略
化
、
単
純
化
さ
れ
て
成
立

し
た
の
が
絵
巻
系
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
述
べ
て
い
る
。

　

勝
俣
氏
の
意
見
に
反
論
す
る
の
は
、
松
波
氏
「
御
伽
草
子
『
七
夕
』
の
展
開

─
本
文
と
絵
の
関
連
か
ら
─
（
注
４
）」
で
あ
る
。
松
波
氏
は
、
冊
子
系
は
、
本
文
と
挿

絵
が
相
応
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
素
材
と
な
っ
た
説
話
の
神
話
的
、
昔

話
的
性
格
が
稀
薄
に
な
り
、
か
え
っ
て
本
文
と
挿
絵
に
齟
齬
を
生
じ
さ
せ
て
い

る
と
指
摘
す
る
。
巷
間
に
知
ら
れ
て
い
た
物
語
を
踏
ま
え
て
、
絵
巻
が
作
ら

れ
、
絵
巻
の
説
話
性
を
読
物
化
す
べ
く
制
作
さ
れ
た
の
が
冊
子
系
諸
本
だ
と
述

べ
て
い
る
。

　

伊
東
祐
子
氏
「〈
天
稚
彦
草
子
〉
の
二
系
統
の
本
文
を
め
ぐ
っ
て
─
絵
巻
系

か
ら
冊
子
系
へ
─
（
注
５
）」
は
、
松
波
氏
と
勝
俣
氏
の
意
見
を
ま
と
め
た
う
え
で
、
冊

子
系
に
は
、
江
戸
以
降
に
使
用
さ
れ
て
い
た
語
法
や
語
彙
が
見
ら
れ
る
こ
と

や
、
係
り
結
び
に
く
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
こ
で
、
絵
巻

系
本
文
に
先
行
す
る
本
文
は
「
古
い
冊
子
系
」
で
は
な
く
、
現
在
の
絵
巻
系
本

文
よ
り
も
内
容
の
多
い
、「
絵
巻
系
本
文
の
先
行
本
文
」
を
想
定
す
る
の
が
ふ

さ
わ
し
い
と
述
べ
て
い
る
。

　

伊
東
氏
の
意
見
に
反
論
す
る
の
は
、
勝
俣
氏
「『
七
夕
（
天
稚
彦
草
子
）』
の

諸
問
題
（
注
６
）」
で
あ
る
。
勝
俣
氏
は
、
絵
巻
系
の
絵
で
、
絵
巻
系
本
文
に
対
応
す
る

部
分
の
な
い
も
の
や
、
本
文
と
齟
齬
が
あ
る
場
合
、
冊
子
系
本
文
に
よ
っ
て
そ

れ
が
説
明
で
き
る
こ
と
を
再
度
主
張
し
て
い
る
。

　

勝
俣
氏
の
意
見
に
反
論
す
る
の
は
、
伊
東
氏
「〈
天
稚
彦
草
子
〉
の
二
系
統

の
本
文
の
展
開
と
そ
の
性
格
─
絵
巻
系
・
冊
子
系
・
赤
城
文
庫
旧
蔵
本
・
乾
陸

魏
説
話
を
め
ぐ
っ
て
─
（
注
７
）」
で
あ
る
。
冊
子
系
が
語
る
、
容
姿
の
優
れ
た
、
賢

く
、
信
心
深
く
、
親
孝
行
の
女
性
像
は
、
女
性
の
享
受
者
を
意
識
し
た
も
の
で

あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
冊
子
系
に
頻
出
す
る
「
孝
行
」
と
い
う
語
は
、
江
戸
前

期
に
刊
行
さ
れ
た
、「
女
性
を
対
象
と
し
た
啓
蒙
教
訓
書
」
と
し
て
の
仮
名
草

子
の
中
に
も
多
数
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

以
上
の
先
行
研
究
に
お
け
る
成
立
論
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。『
天
稚
彦
物
語
』
の
成
立
論
は
、
大
き
く
分
け
て
、
絵
巻
系
説
と
冊
子

系
説
の
二
つ
の
立
場
が
あ
る
。
絵
巻
系
説
を
と
る
研
究
者
に
は
、
松
波
久
子
氏

と
伊
東
祐
子
氏
が
あ
る
。
松
波
氏
は
、
巷
間
に
知
ら
れ
て
い
た
物
語
を
踏
ま
え

て
絵
巻
が
作
ら
れ
、
絵
巻
の
説
話
性
を
、
読
み
物
化
す
べ
く
制
作
さ
れ
た
の

が
、
冊
子
系
諸
本
と
す
る
。
伊
東
氏
は
、
本
文
の
内
容
や
表
現
か
ら
、
現
絵
巻

系
は
、「
古
い
冊
子
系
」
で
は
な
く
、
現
絵
巻
系
本
文
よ
り
も
内
容
の
多
い
「
古

い
絵
巻
系
」
か
ら
で
き
た
と
想
定
す
る
。
一
方
、
冊
子
系
説
を
と
る
研
究
者
に

－ 38 －



は
、
勝
俣
隆
氏
が
あ
る
。
勝
俣
氏
は
、
古
絵
巻
か
ら
現
存
の
絵
巻
と
冊
子
が
で

き
た
と
し
、
古
絵
巻
の
本
文
に
最
も
近
い
の
は
現
冊
子
系
の
本
文
で
あ
る
と
想

定
す
る
。
以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、【
図
一
】
の
よ
う
に
な
る
。

い
る
が
、
冊
子
系
本
文
に
対
す
る
評
価
が
異
な
っ
て
い
る
。
伊
東
説
は
、
冊
子

系
本
文
を
改
作
本
と
し
て
読
む
べ
き
だ
と
主
張
す
る
の
に
対
し
、
勝
俣
説
は
、

冊
子
系
本
文
は
増
補
、
潤
色
し
な
が
ら
も
古
絵
巻
の
本
文
を
受
け
継
い
で
い
る

と
主
張
し
て
い
る
。
論
争
が
進
む
に
つ
れ
、
挿
絵
や
本
文
の
異
同
な
ど
、
論
点

に
ず
れ
が
生
じ
、
比
較
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
、
成
立
論
に
お
け
る
論
考
が
中
心
と
な
っ
て

き
た
。
多
く
の
研
究
者
が
述
べ
る
よ
う
に
、
絵
巻
系
本
文
が
素
朴
か
つ
簡
潔
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
冊
子
系
本
文
に
は
、
登
場
人
物
の
詳
し
い
人
物
造
型
が
認

め
ら
れ
る
。
ま
た
、
絵
巻
系
本
文
と
冊
子
系
本
文
の
間
に
は
、
簡
素
化
、
あ
る

い
は
長
編
化
と
い
う
観
点
で
は
説
明
し
得
な
い
異
同
が
存
在
す
る
。
冊
子
系
本

文
を
読
み
解
く
こ
と
は
、「
天
稚
彦
物
語
」
を
読
み
解
く
う
え
で
重
要
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
行
研
究
で
は
、
絵
巻
系
本
文
と
の
比
較
対
象
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
絵
巻
と
冊
子
の
前
後
関
係
を
決
定
す
る
外

部
徴
証
を
現
時
点
で
は
求
め
得
な
い
以
上
、
成
立
論
か
ら
は
い
っ
た
ん
離
れ
た

立
場
で
、
冊
子
系
本
文
の
主
題
を
確
定
す
る
こ
と
は
、
喫
緊
の
課
題
と
言
え
よ

う
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、「
天
稚
彦
物
語
」
冊
子
系
本
文
を
研
究
対
象
と
す

る
。
ま
ず
、
冊
子
系
本
文
と
絵
巻
系
本
文
と
の
比
較
を
通
し
て
、
姫
君
の
人
物

造
型
や
、
鬼
神
の
正
体
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、
物
語
結
末
部
の
考

察
を
通
し
て
、「
天
稚
彦
物
語
」
の
主
題
に
迫
り
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
、
冊
子
系
本
文
は
、
室
町
時
代
物
語
大
成
八
『
七
夕
物

語
』（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）、
絵
巻
系
本
文
は
、
室
町
時
代
物
語
大
成
二
『
天
稚
彦

草
子
』（
上
巻
：
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
下
巻
：
ベ
ル
リ
ン
国
立
東
洋
美
術
館
蔵
）

を
使
用
す
る
。
取
り
上
げ
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
私
に
句
読
点
、
濁
点
を
ほ
ど

こ
し
て
い
る
。

◎
絵
巻
系
説

 

〈
松
波
説
〉

　
　

絵
巻
系　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冊
子
系

 

〈
伊
東
説
〉

　
　

古
い
絵
巻
系　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
絵
巻
系

◎
冊
子
系
説

 

〈
勝
俣
説
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

絵
：
忠
実

　
　
　
　
　
　

現
絵
巻
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
：
簡
略

古
絵
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

絵
：
省
略
・
簡
略

　
　
　
　
　
　

現
冊
子
系　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
：
増
補
・
潤
色 

… �

現
冊
子
系
本
文
か
ら
増
補・

潤
色
部
分
を
取
り
除
い

た
も
の
が
原
型
の
古
絵

巻
の
本
文
に
近
い

【
図
一
】

　

松
波
説
が
絵
巻
系
か
ら
冊
子
系
が
で
き
た
と
想
定
す
る
の
に
対
し
、
伊
東
説

と
勝
俣
説
で
は
、
絵
巻
や
冊
子
以
前
に
、
古
絵
巻
が
存
在
し
て
い
た
と
想
定
し

て
い
る
。
古
絵
巻
の
存
在
を
想
定
す
る
点
で
、
伊
東
説
と
勝
俣
説
は
一
致
し
て
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二
、
姫
君
の
人
物
造
型

　
「
天
稚
彦
物
語
」
冊
子
系
本
文
は
、
絵
巻
系
本
文
と
比
べ
、
全
体
を
通
し
て
、

姫
君
の
心
理
描
写
が
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
天
稚
彦
物
語
」
の

主
題
を
考
え
て
い
く
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
冊
子
系
本
文
に
お
け
る
姫
君
の
人
物

造
型
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
姫
君
の
人
物
造
型
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
る
の
は
、
伊
東
氏
（
注
８
）で
あ
る
。
伊
東
氏
は
、
冊
子
系
本
文
に
お

け
る
姫
君
を
、「
容
姿
の
優
れ
た
、
賢
く
、
信
心
深
い
女
性
像
」
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
冊
子
系
本
文
と
絵
巻
系
本
文
の
比

較
を
通
し
て
、
冊
子
系
本
文
に
お
け
る
姫
君
の
人
物
造
型
に
つ
い
て
詳
し
く
み

て
い
き
た
い
。

【
表
一
】

冊
子
系
本
文

絵
巻
系
本
文

い
も
う
と
、
こ
と
に
、
①
い
ろ
ご
の

み
ふ
か
く
、
つ
ね
の
こ
と
く
さ
に

も
、
い
ひ
た
は
ぶ
れ
け
る
。
そ
れ
、

人
の
ち
ぎ
り
を
き
く
に
、
お
も
ふ
に

は
わ
か
れ
、
思
は
ぬ
に
も
そ
ふ
な
ら

ひ
、
さ
ら
に
こ
ゝ
ろ
え
が
た
し
。
た

ま
〳
〵
あ
ひ
あ
ふ
な
か
は
、
い
つ
し

か
、
さ
だ
め
な
き
世
の
な
ら
ひ
、
し

や
う
じ
や
ひ
つ
め
つ
の
こ
と
は
り
を

の
が
れ
ず
。
さ
き
だ
つ
も
心
う
し
、

ま
た
、
を
く
れ
て
、
ひ
と
り
物
を
思

は
ん
も
な
を
か
な
し
。
さ
れ
ば
と

て
、
ふ
た
り
の
お
つ
と
に
、
ま
み
え

む
事
、
ま
こ
と
の
人
と
は
い
ひ
が
た

し
。
た
ゞ
、
②
よ
ろ
づ
よ
ま
で
も
、

か
は
ら
ぬ
ち
ぎ
り
こ
そ
あ
ら
ま
ほ
し

け
れ
と
、
あ
け
く
れ
、
ね
が
ふ
と
い

へ
ど
も
、
そ
の
か
ひ
あ
る
べ
き
に
も

あ
ら
ず
。
心
に
ま
か
せ
ず
、
と
し
月

を
ぞ
お
く
り
け
る
。

該
当
箇
所
な
し
。

【
表
一
】

冊
子
系
本
文

絵
巻
系
本
文

い
も
う
と
、
こ
と
に
、
①
い
ろ
ご
の

み
ふ
か
く
、
つ
ね
の
こ
と
く
さ
に

も
、
い
ひ
た
は
ぶ
れ
け
る
。
そ
れ
、

人
の
ち
ぎ
り
を
き
く
に
、
お
も
ふ
に

は
わ
か
れ
、
思
は
ぬ
に
も
そ
ふ
な
ら

ひ
、
さ
ら
に
こ
ゝ
ろ
え
が
た
し
。
た

ま
〳
〵
あ
ひ
あ
ふ
な
か
は
、
い
つ
し

か
、
さ
だ
め
な
き
世
の
な
ら
ひ
、
し

や
う
じ
や
ひ
つ
め
つ
の
こ
と
は
り
を

の
が
れ
ず
。
さ
き
だ
つ
も
心
う
し
、

ま
た
、
を
く
れ
て
、
ひ
と
り
物
を
思

は
ん
も
な
を
か
な
し
。
さ
れ
ば
と

て
、
ふ
た
り
の
お
つ
と
に
、
ま
み
え

む
事
、
ま
こ
と
の
人
と
は
い
ひ
が
た

し
。
た
ゞ
、
②
よ
ろ
づ
よ
ま
で
も
、

か
は
ら
ぬ
ち
ぎ
り
こ
そ
あ
ら
ま
ほ
し

け
れ
と
、
あ
け
く
れ
、
ね
が
ふ
と
い

へ
ど
も
、
そ
の
か
ひ
あ
る
べ
き
に
も

あ
ら
ず
。
心
に
ま
か
せ
ず
、
と
し
月

を
ぞ
お
く
り
け
る
。

該
当
箇
所
な
し
。

　
【
表
一
】
は
姫
君
の
恋
愛
観
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
冊
子

系
本
文
に
お
い
て
、
長
者
の
末
娘
で
あ
る
姫
君
は
「
い
ろ
ご
の
み
」（
①
）
で

あ
り
、
い
つ
も
周
囲
の
者
た
ち
に
男
女
の
愛
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
と
あ
る
。

「
男
女
が
慕
い
あ
っ
て
い
た
と
し
て
も
別
れ
、
慕
っ
て
も
い
な
い
の
に
連
れ
添

う
と
い
う
習
い
は
理
解
し
に
く
い
。
た
ま
た
ま
想
い
あ
っ
て
い
て
も
、
無
常
の

世
の
習
い
で
、
必
ず
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
道
理
を
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
先
に
死
ぬ
の
も
辛
く
、
ま
た
、
死
に
遅
れ
て
、
一
人
物
思
い
を
す
る
の
も

さ
ら
に
悲
し
い
。
そ
う
と
は
い
え
、
二
人
の
夫
と
結
婚
す
る
こ
と
は
、
誠
実
な

人
と
は
言
い
難
い
。」
と
語
り
、
永
遠
に
変
わ
ら
な
い
愛
を
望
ん
で
い
る
こ
と

（
②
）
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
冊
子
系
本
文
で
は
、
あ
め
わ
か
み
こ

と
出
会
う
以
前
の
姫
君
の
恋
愛
観
が
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、

絵
巻
系
本
文
に
は
、
姫
君
の
恋
愛
観
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
見
当
た

ら
な
い
。
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【
表
二
】
は
、
姫
君
の
容
姿
や
性
質
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。

冊
子
系
本
文
に
は
、
容
姿
に
つ
い
て
、
二
人
の
姉
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い

ほ
ど
美
し
い
（
③
）
と
あ
る
。
性
質
に
つ
い
て
は
、
賢
明
で
あ
り
（
④
）、
詩

歌
管
弦
の
道
を
た
し
な
ん
で
い
る
こ
と
（
⑤
）、
信
心
深
い
孝
行
者
で
あ
る
こ

と
（
⑥
）
も
書
か
れ
て
い
る
。
絵
巻
系
本
文
で
は
、
姫
君
の
容
姿
や
性
質
に
つ

い
て
、
詳
し
く
語
ら
れ
る
場
面
は
な
い
。
以
上
よ
り
、
冊
子
系
本
文
に
お
け
る

姫
君
は
、
容
姿
の
優
れ
た
、
賢
く
、
信
心
深
い
女
性
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

【
表
二
】

冊
子
系
本
文

絵
巻
系
本
文

こ
と
は
り
な
る
か
な
、
こ
の
ひ
め

は
、
③
す
が
た
か
た
ち
の
、
二
人
の

あ
ね
に
こ
え
、
た
ぐ
ひ
な
き
の
み
な

ら
ず
、
④
心
ざ
ま
の
か
し
こ
き
こ
と

は
、
一
を
き
ゝ
て
は
、
十
を
さ
と

り
、
⑤
し
い
か
、
く
わ
ん
げ
ん
の
み

ち
を
た
し
な
み
、
⑥
あ
け
く
れ
、
ほ

と
け
の
み
ち
に
さ
え
心
を
入
、
か
う

か
う
を
も
と
と
せ
り
。

該
当
箇
所
な
し
。

【
表
三
】

冊
子
系
本
文

絵
巻
系
本
文

そ
の
ゝ
ち
、
川
中
よ
り
、
ひ
か
り
ひ

る
の
ご
と
く
に
か
ゞ
や
き
、
な
み
の

う
ち
よ
り
、
た
け
一
丈
ば
か
り
な
る

大
く
ち
な
は
い
で
ゝ
、
す
こ
し
も
た

め
ら
は
ず
、
ひ
め
君
の
御
ま
へ
に
か

う
べ
を
う
な
だ
れ
、
し
た
を
い
だ

し
、
い
つ
き
け
る
あ
り
さ
ま
。（
中

略
）
⑦
ひ
め
ぎ
み
、
お
も
ひ
ま
う
け

た
る
こ
と
な
れ
ば
、
す
こ
し
も
お
ど

ろ
き
給
は
ず
。
な
ん
ぢ
心
あ
ら
ば
、

し
ば
ら
く
物
を
き
け
。
み
づ
か
ら
父

母
に
か
し
づ
か
れ
、
人
に
だ
に
、
た

や
す
く
ま
見
え
ん
こ
と
を
い
と
ひ
し

に
、
い
か
な
れ
ば
、
し
や
し
ん
の
身

と
し
て
お
も
ひ
か
け
け
る
こ
そ
ふ
し

ぎ
な
れ
。
さ
て
、
な
に
の
さ
ま
に
て

か
、
我
を
ば
こ
ひ
け
ん
。
す
み
や

か
に
さ
ん
げ
し
て
、
と
く
う
し
な

へ
と
の
た
ま
へ
ば
、（
中
略
）
そ
の

と
き
、
ひ
め
ぎ
み
、
ま
も
り
が
た
な

を
と
り
い
だ
し
、
か
う
べ
を
ふ
た
つ

に
き
り
た
ま
へ
ば
、
い
き
や
う
く
ん

じ
て
、
ひ
か
り
か
ゞ
や
く
と
み
え
し

が
、
い
く
わ
ん
た
ゞ
し
く
し
た
る
雲

の
上
人
い
で
給
ふ
。
⑧
ひ
め
ぎ
み
、

か
ほ
ふ
り
あ
げ
て
み
給
ふ
に
、
こ
の

世
な
ら
ぬ
ふ
ぜ
い
な
れ
ば
、
い
つ
し

か
、
お
そ
ろ
し
か
り
し
こ
と
も
わ
す

れ
は
て
、
れ
ん
ぼ
の
お
も
ひ
を
な
し

給
ふ
。
か
く
て
、
く
ち
な
は
、
ま
た

川
波
に
し
づ
み
け
れ
ば
、
雲
の
上
人

は
、
つ
り
ど
の
に
と
ゞ
ま
り
て
、
か

た
ら
ひ
ふ
し
給
ふ
。

ゐ
の
時
ば
か
り
な
る
ら
む
と
お
も
ふ

ほ
ど
に
、風
さ
と
吹
て
、雨
は
ら
〳
〵

と
ふ
り
、
神
な
り
、
い
な
づ
ま
ひ
ら

〳
〵
と
し
て
、
お
き
中
よ
り
、
浪
い

と
た
か
く
、
た
つ
や
う
に
見
ゆ
れ

ば
、
姫
君
、
生
き
た
る
か
、
死
た
る

か
と
お
も
ひ
て
、
⑨
お
そ
ろ
し
さ
せ

む
方
な
く
、
あ
る
か
な
き
か
に
て
ゐ

た
る
に
、（
中
略
）
直
衣
き
た
る
お

と
こ
の
、
ま
こ
と
に
う
つ
く
し
き

が
、
走
い
で
ゝ
、
か
は
を
ば
か
ひ
ま

ど
ひ
て
、
こ
か
ら
ひ
つ
に
入
て
、
ふ

た
り
ふ
し
ぬ
。
⑩
お
そ
ろ
し
さ
も
わ

す
れ
て
、
か
た
ら
ひ
ふ
し
ぬ
。

【
表
三
】

冊
子
系
本
文

絵
巻
系
本
文

そ
の
ゝ
ち
、
川
中
よ
り
、
ひ
か
り
ひ

る
の
ご
と
く
に
か
ゞ
や
き
、
な
み
の

う
ち
よ
り
、
た
け
一
丈
ば
か
り
な
る

大
く
ち
な
は
い
で
ゝ
、
す
こ
し
も
た

め
ら
は
ず
、
ひ
め
君
の
御
ま
へ
に
か

う
べ
を
う
な
だ
れ
、
し
た
を
い
だ

し
、
い
つ
き
け
る
あ
り
さ
ま
。（
中

略
）
⑦
ひ
め
ぎ
み
、
お
も
ひ
ま
う
け

た
る
こ
と
な
れ
ば
、
す
こ
し
も
お
ど

ろ
き
給
は
ず
。
な
ん
ぢ
心
あ
ら
ば
、

し
ば
ら
く
物
を
き
け
。
み
づ
か
ら
父

母
に
か
し
づ
か
れ
、
人
に
だ
に
、
た

や
す
く
ま
見
え
ん
こ
と
を
い
と
ひ
し

に
、
い
か
な
れ
ば
、
し
や
し
ん
の
身

と
し
て
お
も
ひ
か
け
け
る
こ
そ
ふ
し

ぎ
な
れ
。
さ
て
、
な
に
の
さ
ま
に
て

か
、
我
を
ば
こ
ひ
け
ん
。
す
み
や

か
に
さ
ん
げ
し
て
、
と
く
う
し
な

へ
と
の
た
ま
へ
ば
、（
中
略
）
そ
の

と
き
、
ひ
め
ぎ
み
、
ま
も
り
が
た
な

を
と
り
い
だ
し
、
か
う
べ
を
ふ
た
つ

に
き
り
た
ま
へ
ば
、
い
き
や
う
く
ん

じ
て
、
ひ
か
り
か
ゞ
や
く
と
み
え
し

が
、
い
く
わ
ん
た
ゞ
し
く
し
た
る
雲

の
上
人
い
で
給
ふ
。
⑧
ひ
め
ぎ
み
、

か
ほ
ふ
り
あ
げ
て
み
給
ふ
に
、
こ
の

世
な
ら
ぬ
ふ
ぜ
い
な
れ
ば
、
い
つ
し

か
、
お
そ
ろ
し
か
り
し
こ
と
も
わ
す

れ
は
て
、
れ
ん
ぼ
の
お
も
ひ
を
な
し

給
ふ
。
か
く
て
、
く
ち
な
は
、
ま
た

川
波
に
し
づ
み
け
れ
ば
、
雲
の
上
人

は
、
つ
り
ど
の
に
と
ゞ
ま
り
て
、
か

た
ら
ひ
ふ
し
給
ふ
。

ゐ
の
時
ば
か
り
な
る
ら
む
と
お
も
ふ

ほ
ど
に
、風
さ
と
吹
て
、雨
は
ら
〳
〵

と
ふ
り
、
神
な
り
、
い
な
づ
ま
ひ
ら

〳
〵
と
し
て
、
お
き
中
よ
り
、
浪
い

と
た
か
く
、
た
つ
や
う
に
見
ゆ
れ

ば
、
姫
君
、
生
き
た
る
か
、
死
た
る

か
と
お
も
ひ
て
、
⑨
お
そ
ろ
し
さ
せ

む
方
な
く
、
あ
る
か
な
き
か
に
て
ゐ

た
る
に
、（
中
略
）
直
衣
き
た
る
お

と
こ
の
、
ま
こ
と
に
う
つ
く
し
き

が
、
走
い
で
ゝ
、
か
は
を
ば
か
ひ
ま

ど
ひ
て
、
こ
か
ら
ひ
つ
に
入
て
、
ふ

た
り
ふ
し
ぬ
。
⑩
お
そ
ろ
し
さ
も
わ

す
れ
て
、
か
た
ら
ひ
ふ
し
ぬ
。

　
【
表
三
】
は
、
生
贄
と
し
て
差
し
出
さ
れ
た
姫
君
が
、
大
蛇
と
対
面
す
る
場

面
で
あ
る
。
家
族
と
別
れ
、
川
沿
い
に
一
人
で
た
た
ず
む
姫
君
の
前
に
、
大
蛇
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が
姿
を
現
す
。
冊
子
系
本
文
で
は
、
目
の
前
に
現
れ
た
大
蛇
に
対
し
、
姫
君

は
、
自
ら
が
両
親
か
ら
愛
さ
れ
て
育
っ
た
身
で
あ
る
こ
と
や
、
本
来
な
ら
生

贄
と
な
る
よ
う
な
身
で
な
い
こ
と
を
告
げ
る
（
⑦
）。
姫
君
が
、
大
蛇
に
対
し

て
、
強
気
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
姫
君

は
、
大
蛇
の
頭
か
ら
美
男
子
が
出
て
く
る
と
た
ち
ま
ち
恋
に
落
ち
、
契
り
を
結

ぶ
（
⑧
）。
そ
れ
に
対
し
、
絵
巻
系
本
文
で
は
、
姫
君
は
、
生
き
て
い
る
心
地

が
し
な
い
ほ
ど
恐
怖
を
感
じ
て
い
る
こ
と
（
⑨
）
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
大
蛇

の
頭
か
ら
美
男
子
が
出
て
く
る
と
、
冊
子
系
本
文
同
様
に
、
姫
君
は
恐
ろ
し
さ

を
忘
れ
、
契
り
を
結
ぶ
（
⑩
）。
冊
子
系
本
文
に
お
い
て
、
大
蛇
に
対
し
強
気

で
立
ち
向
か
う
姫
君
の
姿
は
、
絵
巻
系
本
文
の
大
蛇
に
お
び
え
る
弱
々
し
い
姫

君
の
姿
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
冊
子
系
本
文
の
姫
君
は
、
大

蛇
に
立
ち
向
か
う
強
さ
を
持
っ
た
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

姫
君
の
志
に
惹
か
れ
て
人
界
に
下
っ
た
こ
と
や
、
思
い
が
け
ず
契
り
を
結
ん
で

し
ま
っ
た
こ
と
（
⑪
）
が
語
ら
れ
る
。
絵
巻
系
本
文
で
は
、
男
は
自
ら
が
「
海

龍
王
」
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、
空
に
も
通
う
こ
と
の
あ
る
身
だ
と
告
げ
る
。

冊
子
系
本
文
に
対
し
、
絵
巻
系
本
文
で
は
、
あ
め
わ
か
み
こ
が
人
界
に
下
っ
た

理
由
は
語
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
冊
子
系
本
文
に
お
い
て
、

あ
め
わ
か
み
こ
が
、
姫
君
と
出
会
う
以
前
に
恋
心
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
冊
子
系
本
文
中
に
、
あ
め
わ
か
み
こ
は
、
昼
は
忉
利
天
に
住
み
、
夜

は
「
み
や
う
れ
ん
じ
や
う
」
と
い
う
星
に
な
っ
て
、
一
天
下
る
と
あ
る
。
忉
利

天
は
六
欲
天
の
う
ち
、
第
二
の
天
に
あ
た
る
。
六
欲
天
と
は
、
三
界
の
う
ち
、

欲
界
に
属
す
る
六
種
の
天
で
あ
る
。
欲
界
の
中
で
最
も
優
れ
た
者
の
住
む
世
界

で
あ
る
が
、
食
欲
・
婬
欲
な
ど
の
欲
望
を
持
つ
迷
い
の
世
界
と
さ
れ
る
。
六
欲

天
は
、
人
間
世
界
よ
り
は
る
か
上
方
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
忉
利
天
は
下
か
ら

二
番
目
に
あ
た
る
。
忉
利
天
で
は
、
天
人
は
人
間
と
等
し
く
肉
体
を
交
え
る
こ

と
も
で
き
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
あ
め
わ
か
み
こ
は
天
人
と
い
え
ど

も
、
欲
を
捨
て
き
る
こ
と
の
な
い
存
在
で
あ
る
と
い
え
る
。
人
間
と
交
わ
る
こ

と
が
好
ま
し
く
思
わ
れ
て
い
な
い
天
人
と
い
う
身
で
あ
り
な
が
ら
も
、
姫
君
の

志
に
惹
か
れ
、
行
動
を
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

【
表
四
】

冊
子
系
本
文

絵
巻
系
本
文

今
は
な
に
を
か
、
つ
ゝ
む
べ
き
。
我

は
こ
れ
、
天
じ
や
う
に
す
む
あ
め
わ

か
み
こ
と
い
ふ
も
の
な
り
。
⑪
さ
れ

ば
心
ざ
し
の
、
せ
つ
な
る
こ
と
に
ひ

か
れ
て
、
か
り
に
、
に
ん
が
い
に
く

だ
り
、
お
ぼ
え
ず
ち
ぎ
り
を
こ
め
侍

る
事
、
あ
さ
か
ら
ぬ
た
め
し
な
り
。

此
お
と
こ
、
い
ふ
様
、
わ
れ
は
ま
こ

と
に
は
、
海
龍
王
に
て
有
し
が
、
又

空
に
も
か
よ
ふ
事
の
あ
り
。

　
【
表
四
】
は
、
契
り
を
結
ん
だ
後
に
、
男
が
自
ら
の
正
体
を
明
か
す
場
面
で

あ
る
。
冊
子
系
本
文
に
お
い
て
、
契
り
を
結
ん
だ
後
、
男
は
自
ら
が
天
上
に
住

む
「
あ
め
わ
か
み
こ
」
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
る
。
あ
め
わ
か
み
こ
の
口
か
ら
は
、
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【
表
六
】
は
、
暁
の
明
星
か
ら
居
場
所
を
教
え
て
も
ら
っ
た
姫
君
が
、
あ
め

わ
か
み
こ
の
も
と
へ
と
向
か
う
場
面
で
あ
る
。
冊
子
系
本
文
に
お
い
て
、
姫
君

は
、
暁
の
明
星
の
教
え
に
従
っ
て
道
を
進
み
、
青
々
と
し
た
海
が
広
が
る
世
界

に
た
ど
り
着
く
。
す
る
と
、
毒
蛇
や
悪
魚
が
現
れ
、
襲
わ
れ
て
し
ま
う
。
と
こ

ろ
が
、
姫
君
が
両
手
を
合
わ
せ
拝
む
と
、
波
が
左
右
に
分
か
れ
、
道
が
開
け
て

い
く
（
⑬
）。
絵
巻
系
本
文
に
は
、
祈
り
に
よ
り
、
姫
君
が
困
難
を
逃
れ
る
こ

と
の
で
き
る
場
面
は
み
ら
れ
な
い
。
姫
君
の
祈
り
に
よ
り
、
進
む
道
が
開
け

る
と
い
う
描
写
は
、
冊
子
系
本
文
の
も
つ
特
徴
的
な
場
面
で
あ
る
と
い
え
る
。

【
表
五
】
に
続
い
て
【
表
六
】
の
場
面
に
お
い
て
も
、
姫
君
の
信
心
深
さ
は
、

自
身
を
救
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
【
表
一
】
～
【
表
六
】
よ
り
、
冊
子
系
本
文
と
絵
巻
系
本
文
を
比
較
し
た
う
え

で
、
冊
子
系
本
文
に
お
け
る
姫
君
の
人
物
造
型
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。

一
、
恋
愛
に
関
心
が
あ
り
、
男
女
の
永
遠
の
愛
を
望
ん
で
い
る
こ
と
。

二
、
容
姿
が
優
れ
て
お
り
、
賢
い
こ
と
。

三
、
大
蛇
に
物
怖
じ
せ
ず
、
立
ち
向
か
う
強
さ
を
も
つ
こ
と
。

四
、�

あ
め
わ
か
み
こ
や
暁
の
明
星
の
心
を
動
か
す
ほ
ど
の
信
心
深
さ
と
志
を
も

【
表
五
】

冊
子
系
本
文

絵
巻
系
本
文

わ
れ
は
是
、
あ
か
つ
き
の
み
や
う
じ

や
う
と
て
、
五
か
う
の
て
ん
に
を
よ

ぶ
と
き
、
日
か
げ
に
さ
き
だ
つ
て
、

三
が
い
を
て
ら
す
ほ
し
な
り
。
⑫
御

身
、
わ
が
た
め
に
、
あ
か
つ
き
ご
と

の
つ
と
め
を
こ
た
ら
ず
、
い
の
り
給

ひ
し
心
ざ
し
、
今
ま
た
、
そ
の
ほ
う

を
ん
に
を
し
へ
侍
る
な
り
と
て
、
な

を
、
ね
ん
ご
ろ
に
か
た
り
給
ふ
ぞ
、

あ
り
が
た
き
。

猶
行
ほ
ど
に
、
め
で
た
き
玉
の
輿
に

乗
た
る
人
に
あ
ひ
た
り
。
又
こ
れ

も
、
お
な
じ
事
に
と
へ
ば
、
こ
れ
よ

り
お
く
へ
ゆ
か
ん
程
に
、
瑠
璃
の
地

に
、
玉
の
屋
あ
り
、
そ
れ
に
行
き

て
、
あ
め
わ
か
み
こ
に
物
申
さ
む
、

と
教
へ
給
へ
ば
、
そ
の
ま
ゝ
に
行

て
、
た
づ
ぬ
。

　
【
表
五
】
は
、
姫
君
が
、
天
界
に
戻
っ
た
あ
め
わ
か
み
こ
を
追
い
か
け
、
天

界
に
行
く
場
面
で
あ
る
。
姫
君
は
、
天
界
で
出
会
っ
た
暁
の
明
星
に
、
あ
め
わ

か
み
こ
の
居
場
所
を
尋
ね
る
。
冊
子
系
本
文
に
お
い
て
、
暁
の
明
星
は
、
姫
君

に
、
あ
め
わ
か
み
こ
の
居
場
所
を
教
え
た
理
由
を
語
る
。
姫
君
が
、
人
界
で

夜
明
け
ご
と
の
勤
め
を
怠
ら
ず
、
祈
り
続
け
た
恩
に
報
い
る
た
め
に
教
え
た

（
⑫
）
と
あ
る
。
絵
巻
系
本
文
で
は
、
暁
の
明
星
は
、
姫
君
に
あ
め
わ
か
み
こ

の
居
場
所
を
教
え
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
な
い
。

【
表
六
】

冊
子
系
本
文

絵
巻
系
本
文

⑬
た
な
ご
ゝ
ろ
を
あ
は
せ
、
こ
く
う

を
お
が
み
給
へ
ば
、
い
づ
く
と
も
な

く
、
に
し
き
の
ご
と
く
な
る
、
五
し

き
の
ひ
か
り
一
す
じ
さ
し
け
れ
ば
、

べ
う
〴
〵
た
る
な
み
、
さ
う
に
わ
か

れ
て
み
ち
み
え
た
り
。

該
当
箇
所
な
し
。
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つ
こ
と
。

伊
東
氏
は
、
冊
子
系
本
文
に
お
け
る
姫
君
を
、「
容
姿
の
優
れ
た
、
賢
く
、
信

心
深
い
女
性
像
」
と
し
、
江
戸
時
代
の
女
性
た
ち
に
と
っ
て
、
目
指
す
べ
き
姿

だ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
注
９
）。
確
か
に
、
容
姿
が
優
れ
て
い
る
こ
と
や
、
賢
い
と

い
う
特
徴
は
、
姫
君
の
人
物
造
型
と
し
て
当
て
は
ま
る
。
し
か
し
、
冊
子
系
本

文
を
詳
し
く
読
ん
で
い
く
と
、
姫
君
は
た
だ
従
順
な
だ
け
の
女
性
だ
と
は
言
い

切
れ
な
い
。
周
囲
の
者
た
ち
に
恋
愛
観
を
語
る
姿
や
、
あ
め
わ
か
み
こ
と
の
恋

に
溺
れ
る
姿
か
ら
は
、
姫
君
が
色
好
み
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
恋
愛
へ
の
価

値
観
を
語
る
姫
君
の
姿
は
、
あ
め
わ
か
み
こ
の
心
を
動
か
す
。
ま
た
、
大
蛇
に

対
し
て
立
ち
向
か
う
姿
や
、
あ
め
わ
か
み
こ
を
追
い
か
け
、
天
界
に
行
く
姿
か

ら
は
、
自
ら
行
動
を
起
こ
す
強
さ
を
も
つ
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
れ
ら
の
特

徴
は
、
先
行
研
究
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
姫
君
の
人
物
造
型
を
分
析
す

る
う
え
で
、
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
絵
巻
系
本
文
で
は
語
ら
れ
な
か
っ
た

姫
君
の
様
子
が
、
冊
子
系
本
文
で
は
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
。
冊
子
系
本
文
に

お
い
て
、
男
女
の
永
遠
の
愛
を
望
む
姫
君
と
、
そ
の
志
に
感
動
し
た
あ
め
わ
か

み
こ
が
出
会
う
と
い
う
道
理
の
通
っ
た
展
開
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

姫
君
は
、
天
界
遍
歴
に
お
い
て
、
そ
の
信
心
深
さ
か
ら
、
星
や
超
自
然
的
な
力

に
よ
る
助
け
を
得
る
。
姫
君
は
、
人
界
で
の
行
い
が
実
を
結
び
、
あ
め
わ
か
み

こ
と
出
会
い
、
一
度
は
離
れ
な
が
ら
も
、
天
か
ら
の
助
け
を
得
て
、
再
会
に

至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
物
語
前
半
部
は
、
あ
め
わ
か
み
こ
と

姫
君
の
恋
愛
が
成
就
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、

次
章
で
は
、「
天
稚
彦
物
語
」
の
後
半
部
を
取
り
上
げ
、
冊
子
系
本
文
と
絵
巻

系
本
文
の
比
較
を
通
し
て
、
主
題
を
考
察
し
て
い
く
。

　
　
三
、
鬼
神
の
正
体

　

本
章
で
は
、
天
界
で
の
再
会
を
果
た
し
た
姫
君
と
あ
め
わ
か
み
こ
の
前
に
現

れ
、
二
人
の
仲
を
阻
も
う
と
す
る
鬼
神
を
取
り
上
げ
る
。
鬼
神
は
、
冊
子
系
本

文
と
絵
巻
系
本
文
と
も
に
登
場
す
る
。
い
ず
れ
の
本
文
に
お
い
て
も
、
二
人
を

引
き
離
す
と
い
う
重
要
な
役
目
を
果
た
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
冊
子
系

本
文
・
絵
巻
系
本
文
で
は
、
鬼
神
の
立
場
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
鬼

神
が
物
語
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
本
文
を
も
と
に
考
え
て
い
き
た
い
。
な

お
、
原
文
に
お
い
て
、
冊
子
系
本
文
で
は
「
鬼
神
」、
絵
巻
系
本
文
で
は
「
鬼
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
「
鬼
神
」
に
統
一
す
る
。

【
表
七
】

冊
子
系
本
文

絵
巻
系
本
文

さ
る
ほ
ど
に
、
か
ゝ
る
め
で
た
き
天

じ
や
う
に
も
、
五
す
い
三
ね
つ
の
く

る
し
み
と
て
、
う
き
事
こ
そ
お
き
た

れ
。
⑭
し
ゆ
み
の
ば
ん
ぶ
く
を
り
や

う
す
る
、
そ
く
さ
ん
わ
う
と
て
き
じ

ん
あ
り
。
も
と
よ
り
、
じ
ん
づ
う
じ

ざ
い
の
身
な
れ
ば
、
此
事
を
き
ゝ
、

あ
め
わ
か
み
こ
の
ま
へ
に
き
た
つ

て
、
ま
な
こ
を
い
ら
で
ゝ
、
い
ひ
け

る
は
、
⑮
い
か
な
れ
ば
、
げ
か
い
の

人
間
を
、
こ
れ
に
は
と
ゞ
め
給
ふ
ぞ

や
。
天
じ
や
う
と
申
は
、
ほ
と
け
の

國
に
て
侍
れ
ば
、
ぼ
ん
ぷ
の
身
を
か

え
ず
し
て
、
き
た
る
事
、
か
い
び
や

く
よ
り
こ
の
か
た
、
そ
の
た
め
し
な

し
。
い
そ
ぎ
お
つ
く
し
給
へ
と
、
い

か
り
け
れ
ば
、
み
こ
の
給
は
ゞ
、
な

ん
ぢ
、
ま
え
ん
の
身
と
し
て
、
わ
が

ま
へ
に
ぜ
ひ
な
く
い
た
ら
ん
事
、
天

の
お
そ
れ
は
い
か
ゞ
せ
ん
と
て
、
あ

ふ
ぎ
を
も
つ
て
う
ち
給
へ
ば
、
御
ま

え
を
た
ち
、
つ
ゐ
に
は
お
つ
か
へ
し

申
す
べ
し
と
て
、
か
き
け
す
や
う
に

う
せ
に
け
り
。
ひ
め
君
、
あ
ま
り
の

お
そ
ろ
し
さ
に
、
色
を
か
へ
て
ぞ
す

み
給
ふ
。

さ
て
も
、
心
く
る
し
き
事
の
あ
る
べ

き
を
ば
、
い
か
ゞ
し
侍
べ
き
。
⑯
父

に
て
侍
る
人
は
、
鬼
に
て
侍
る
。
⑰

か
く
て
お
は
す
る
と
き
ゝ
て
は
、
い

か
ゞ
し
き
こ
え
ん
と
、
わ
び
し
き

と
の
給
に
、
い
と
あ
さ
ま
し
け
れ

ど
、
よ
し
や
、
さ
ま
〴
〵
心
づ
く
し

成
け
る
身
の
契
な
れ
ば
、
そ
れ
も
さ

る
べ
き
に
こ
そ
、
こ
ゝ
を
う
し
と
て

も
、
又
立
帰
べ
き
な
ら
ね
ば
、
あ
る

に
ま
か
せ
て
と
お
ぼ
し
け
り
。
か
く

て
も
日
数
ふ
る
ほ
ど
に
、
こ
の
親
来

た
り
。
女
を
ば
脇
息
に
な
し
て
、
う

ち
か
か
り
ぬ
。
ま
こ
と
に
目
も
当
て

ら
れ
ぬ
、
気
色
な
り
。
⑱
「
娑
婆
の

人
の
香
こ
そ
す
れ
。
し
は
ら
臭
や
」

と
て
立
ち
ぬ
。
そ
の
後
も
、
た
び
た

び
来
た
り
け
れ
ど
も
、
扇
枕
な
ど
に

し
な
し
つ
つ
、
ま
ぎ
ら
は
し
て
あ
り

ふ
る
に
、
さ
や
心
得
た
り
け
ん
、
足

音
も
せ
ず
、
み
そ
か
に
ふ
つ
と
来
た

り
。
昼
寝
を
し
た
り
け
れ
ば
、
え
隠

さ
で
見
え
ぬ
。「
こ
れ
は
誰
そ
」
と

言
ふ
に
、
今
は
隠
す
べ
き
や
う
な
ら

ね
ば
、
あ
り
の
ま
ま
に
言
ふ
。
⑲

「
さ
て
は
わ
が
嫁
に
こ
そ
、
使
ふ
者

も
侍
ら
ぬ
に
、
賜
は
り
て
使
は
ん
」

と
言
ふ
に
、「
さ
れ
ば
こ
そ
」
と
、

い
と
悲
し
。
惜
し
む
べ
き
な
ら
ね

ば
、
や
り
ぬ
。
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【
表
七
】
は
、
鬼
神
の
登
場
場
面
で
あ
る
。
冊
子
系
本
文
に
お
い
て
、
鬼
神

は
、
須
弥
の
幸
い
を
利
養
す
る
粟
散
王
と
し
て
登
場
す
る
（
⑭
）。
鬼
神
は
神

通
自
在
の
身
で
あ
り
、
姫
君
が
天
界
に
来
た
こ
と
を
知
る
と
、
二
人
の
前
に
現

れ
る
。
仏
の
国
で
あ
る
天
界
に
、
姫
君
が
凡
夫
の
身
の
ま
ま
来
た
こ
と
を
咎

め
、
姫
君
を
人
界
に
追
い
返
す
よ
う
、
あ
め
わ
か
み
こ
に
求
め
る
（
⑮
）。
し

か
し
、
あ
め
わ
か
み
こ
は
鬼
神
の
言
葉
に
応
じ
な
い
。
あ
め
わ
か
み
こ
が
、
扇

を
も
っ
て
う
つ
と
、
鬼
神
は
立
ち
去
っ
て
い
く
。
そ
れ
に
対
し
、
絵
巻
系
本
文

で
は
、
鬼
神
は
、
あ
め
わ
か
み
こ
の
父
と
い
う
立
場
（
⑯
）
で
登
場
す
る
。【
表

七
】
の
絵
巻
系
本
文
は
、
あ
め
わ
か
み
こ
が
姫
君
に
、
父
で
あ
る
鬼
神
に
つ
い

て
語
る
場
面
で
あ
る
。
あ
め
わ
か
み
こ
は
、
父
が
、
姫
君
の
存
在
を
嫌
が
る
だ

ろ
う
と
考
え
る
（
⑰
）。
数
日
後
、
鬼
神
が
二
人
の
も
と
を
訪
れ
る
。
あ
め
わ

か
み
こ
は
、
姫
君
を
脇
息
な
ど
に
変
化
さ
せ
る
が
、
人
間
界
の
香
り
に
よ
っ
て

鬼
神
に
気
づ
か
れ
て
し
ま
う
（
⑱
）。
ひ
そ
か
に
部
屋
に
入
っ
て
き
た
鬼
神
を

前
に
、
姫
君
の
正
体
が
あ
ら
わ
に
な
る
。
あ
め
わ
か
み
こ
も
父
に
逆
ら
う
こ
と

が
で
き
ず
、
姫
君
は
さ
ら
わ
れ
て
し
ま
う
（
⑲
）。

　

冊
子
系
本
文
と
絵
巻
系
本
文
で
大
き
く
異
な
る
点
は
、
鬼
神
の
立
場
で
あ

る
。
冊
子
系
本
文
で
は
、
須
弥
山
の
粟
散
王
と
し
て
登
場
す
る
の
に
対
し
、
絵

巻
系
本
文
で
は
、
あ
め
わ
か
み
こ
の
父
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
の
立
場
の
違
い

は
何
を
示
す
の
だ
ろ
う
か
。
あ
め
わ
か
み
こ
の
鬼
神
へ
の
対
応
に
注
目
す
る

と
、
冊
子
系
本
文
と
絵
巻
系
本
文
で
違
い
が
み
ら
れ
る
。
冊
子
系
本
文
で
は
、

あ
め
わ
か
み
こ
は
姫
君
を
天
界
か
ら
追
い
出
そ
う
と
す
る
鬼
神
に
対
し
、
強
い

態
度
で
立
ち
向
か
う
。
そ
れ
に
対
し
、
絵
巻
系
本
文
で
は
、
姫
君
の
姿
を
変
え

て
守
ろ
う
と
す
る
も
、
父
で
あ
る
鬼
神
に
逆
ら
え
な
い
あ
め
わ
か
み
こ
の
姿
が

描
か
れ
る
。
鬼
神
を
父
と
し
て
登
場
さ
せ
る
絵
巻
系
本
文
よ
り
も
、
鬼
神
と
い

う
独
立
し
た
存
在
で
登
場
さ
せ
る
冊
子
系
本
文
の
方
が
、
あ
め
わ
か
み
こ
の
、

姫
君
へ
の
強
い
想
い
を
際
立
た
せ
て
い
る
と
い
え
る
。

【
表
七
】

冊
子
系
本
文

絵
巻
系
本
文

さ
る
ほ
ど
に
、
か
ゝ
る
め
で
た
き
天

じ
や
う
に
も
、
五
す
い
三
ね
つ
の
く

る
し
み
と
て
、
う
き
事
こ
そ
お
き
た

れ
。
⑭
し
ゆ
み
の
ば
ん
ぶ
く
を
り
や

う
す
る
、
そ
く
さ
ん
わ
う
と
て
き
じ

ん
あ
り
。
も
と
よ
り
、
じ
ん
づ
う
じ

ざ
い
の
身
な
れ
ば
、
此
事
を
き
ゝ
、

あ
め
わ
か
み
こ
の
ま
へ
に
き
た
つ

て
、
ま
な
こ
を
い
ら
で
ゝ
、
い
ひ
け

る
は
、
⑮
い
か
な
れ
ば
、
げ
か
い
の

人
間
を
、
こ
れ
に
は
と
ゞ
め
給
ふ
ぞ

や
。
天
じ
や
う
と
申
は
、
ほ
と
け
の

國
に
て
侍
れ
ば
、
ぼ
ん
ぷ
の
身
を
か

え
ず
し
て
、
き
た
る
事
、
か
い
び
や

く
よ
り
こ
の
か
た
、
そ
の
た
め
し
な

し
。
い
そ
ぎ
お
つ
く
し
給
へ
と
、
い

か
り
け
れ
ば
、
み
こ
の
給
は
ゞ
、
な

ん
ぢ
、
ま
え
ん
の
身
と
し
て
、
わ
が

ま
へ
に
ぜ
ひ
な
く
い
た
ら
ん
事
、
天

の
お
そ
れ
は
い
か
ゞ
せ
ん
と
て
、
あ

ふ
ぎ
を
も
つ
て
う
ち
給
へ
ば
、
御
ま

え
を
た
ち
、
つ
ゐ
に
は
お
つ
か
へ
し

申
す
べ
し
と
て
、
か
き
け
す
や
う
に

う
せ
に
け
り
。
ひ
め
君
、
あ
ま
り
の

お
そ
ろ
し
さ
に
、
色
を
か
へ
て
ぞ
す

み
給
ふ
。

さ
て
も
、
心
く
る
し
き
事
の
あ
る
べ

き
を
ば
、
い
か
ゞ
し
侍
べ
き
。
⑯
父

に
て
侍
る
人
は
、
鬼
に
て
侍
る
。
⑰

か
く
て
お
は
す
る
と
き
ゝ
て
は
、
い

か
ゞ
し
き
こ
え
ん
と
、
わ
び
し
き

と
の
給
に
、
い
と
あ
さ
ま
し
け
れ

ど
、
よ
し
や
、
さ
ま
〴
〵
心
づ
く
し

成
け
る
身
の
契
な
れ
ば
、
そ
れ
も
さ

る
べ
き
に
こ
そ
、
こ
ゝ
を
う
し
と
て

も
、
又
立
帰
べ
き
な
ら
ね
ば
、
あ
る

に
ま
か
せ
て
と
お
ぼ
し
け
り
。
か
く

て
も
日
数
ふ
る
ほ
ど
に
、
こ
の
親
来

た
り
。
女
を
ば
脇
息
に
な
し
て
、
う

ち
か
か
り
ぬ
。
ま
こ
と
に
目
も
当
て

ら
れ
ぬ
、
気
色
な
り
。
⑱
「
娑
婆
の

人
の
香
こ
そ
す
れ
。
し
は
ら
臭
や
」

と
て
立
ち
ぬ
。
そ
の
後
も
、
た
び
た

び
来
た
り
け
れ
ど
も
、
扇
枕
な
ど
に

し
な
し
つ
つ
、
ま
ぎ
ら
は
し
て
あ
り

ふ
る
に
、
さ
や
心
得
た
り
け
ん
、
足

音
も
せ
ず
、
み
そ
か
に
ふ
つ
と
来
た

り
。
昼
寝
を
し
た
り
け
れ
ば
、
え
隠

さ
で
見
え
ぬ
。「
こ
れ
は
誰
そ
」
と

言
ふ
に
、
今
は
隠
す
べ
き
や
う
な
ら

ね
ば
、
あ
り
の
ま
ま
に
言
ふ
。
⑲

「
さ
て
は
わ
が
嫁
に
こ
そ
、
使
ふ
者

も
侍
ら
ぬ
に
、
賜
は
り
て
使
は
ん
」

と
言
ふ
に
、「
さ
れ
ば
こ
そ
」
と
、

い
と
悲
し
。
惜
し
む
べ
き
な
ら
ね

ば
、
や
り
ぬ
。

【
表
八
】

冊
子
系
本
文

絵
巻
系
本
文

そ
の
と
き
、
き
じ
ん
い
か
り
を
や

め
、
い
か
に
ひ
め
君
、
い
ま
は
こ
れ

ま
で
な
り
。
さ
ん
げ
に
つ
み
を
ゆ
る

し
給
へ
。
⑳
わ
れ
ぜ
ん
し
や
う
は
、

人
わ
う
の
は
じ
め
に
、
お
う
し
う
に

す
み
し
も
の
な
り
。
む
ま
れ
な
が
ら

い
ろ
く
ろ
く
、
た
け
た
か
く
、
さ
な

が
ら
き
じ
ん
の
ご
と
く
な
り
と
て
、

ち
か
づ
く
人
も
な
し
。
ま
し
て
、
こ

と
葉
を
か
は
す
る
こ
と
も
な
く
、
一

し
や
う
さ
い
あ
ひ
の
み
ち
を
し
ら

ず
。
と
し
百
年
に
を
よ
び
て
、
つ
ゐ

に
む
な
し
く
な
る
。
さ
れ
ば
㉑
一
し

や
う
ふ
ぼ
ん
の
か
い
り
き
に
て
、
い

ま
天
じ
や
う
に
む
ま
れ
、
ほ
と
け
の

國
に
は
す
み
け
れ
ど
も
、
あ
く
し
ん

は
く
ち
せ
ず
、
き
じ
ん
の
す
が
た
と

な
り
け
り
。
し
か
る
に
、
㉒
御
身
、

ち
ぎ
り
ふ
か
く
ま
し
ま
す
事
、
わ
が

み
の
む
か
し
を
お
も
ふ
に
、
し
つ
と

た
え
が
た
く
し
て
、
こ
の
七
日
が
あ

ひ
だ
、
あ
く
ぎ
や
う
、
ふ
だ
う
の
は

た
ら
き
を
な
す
と
い
へ
ど
も
、
こ
れ

よ
こ
し
ま
の
み
ち
な
れ
ば
、
さ
ら
に

御
身
を
い
た
み
給
は
ず
。
此
ほ
ど
の

せ
め
に
よ
り
、
も
ろ
〳
〵
の
あ
く
ご

う
ぼ
ん
な
ふ
、
み
な
こ
と
〴
〵
く
せ

う
め
つ
し
て
、
御
身
も
け
ふ
よ
り
天

人
と
な
り
給
ふ
ぞ
や
。
㉓
此
ぎ
や
く

え
ん
に
ひ
か
れ
て
、
あ
つ
き
の
心
を

ひ
る
が
え
し
、
我
も
し
ゆ
ご
し
ん
と

な
ら
ん
、
と
か
う
べ
を
地
に
つ
け

て
、
か
い
げ
し
け
る
こ
そ
ふ
し
ぎ
な

れ
。

該
当
箇
所
な
し
。
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え
る
。
数
千
匹
の
牛
に
野
辺
の
草
を
食
べ
さ
せ
る
こ
と
、
千
石
の
米
を
倉
替
え

す
る
こ
と
、
ム
カ
デ
の
い
る
部
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
姫
君

は
、
あ
め
わ
か
み
こ
の
袖
を
振
る
こ
と
で
、
三
つ
の
困
難
す
べ
て
を
乗
り
越
え

る
。
冊
子
系
本
文
で
は
、
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
た
姫
君
の
も
と
に
、
鬼
神
が
外

道
た
ち
を
連
れ
て
現
れ
る
。
あ
め
わ
か
み
こ
の
加
護
に
よ
り
、
姫
君
に
か
な
わ

な
い
こ
と
を
悟
っ
た
鬼
神
は
、
自
身
の
過
去
に
つ
い
て
語
り
始
め
る
。
鬼
神

の
前
世
は
奥
州
に
住
む
者
で
あ
っ
た
。
生
ま
れ
な
が
ら
色
黒
で
、
身
長
が
高

く
、
鬼
神
の
よ
う
だ
と
し
て
近
付
く
人
も
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
女
と
言

葉
を
交
わ
す
こ
と
も
な
く
、
一
生
人
と
夫
婦
の
契
り
を
結
ぶ
こ
と
が
な
か
っ
た

（
⑳
）。
不
犯
の
戒
力
と
し
て
天
上
に
生
ま
れ
、
仏
の
国
に
住
む
こ
と
と
な
っ

た
が
、
悪
心
は
な
く
な
ら
ず
、
鬼
神
の
姿
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
㉑
）。
姫
君

の
あ
め
わ
か
み
こ
へ
の
強
い
想
い
に
嫉
妬
し
、
七
日
間
悪
行
を
働
い
た
（
㉒
）、

と
語
る
。
あ
め
わ
か
み
こ
の
加
護
に
よ
り
、
困
難
を
乗
り
越
え
る
姫
君
の
姿
を

見
て
、
鬼
神
は
、
姫
君
を
人
界
に
帰
ら
せ
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
悟
る
。
そ

し
て
、
姫
君
を
天
人
と
し
て
認
め
、
自
身
も
守
護
神
と
な
ろ
う
と
改
悔
し
た

（
㉓
）。
そ
れ
に
対
し
、
絵
巻
系
本
文
で
は
、
鬼
神
が
自
身
に
つ
い
て
語
る
こ
と

は
な
い
。
加
え
て
、
姫
君
を
天
人
と
し
て
認
め
る
こ
と
も
、
自
身
が
守
護
神
と

な
る
こ
と
も
な
い
。

　

先
行
研
究
に
お
い
て
、
伊
東
氏（
（注

（
注

は
、「
難
題
譚
は
親
が
婿
、
あ
る
い
は
嫁

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
を
試
す
も
の
で
あ
り
、
難
題
を
課
す
の
は
絵
巻
系
の

「
父
」
が
自
然
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
。
た
し
か
に
、
親
が
嫁
に
対
し
困
難

を
与
え
る
場
面
は
、
他
の
作
品
に
お
い
て
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
あ
め

わ
か
み
こ
の
、
姫
君
へ
の
強
い
想
い
を
際
立
た
せ
て
い
る
こ
と
や
、
過
去
に
つ

い
て
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
姫
君
を
襲
っ
た
動
機
が
語
ら
れ
る
点
か

ら
、
冊
子
系
本
文
の
方
が
鬼
神
の
存
在
を
よ
り
重
く
意
味
づ
け
て
い
る
と
言
え

【
表
八
】

冊
子
系
本
文

絵
巻
系
本
文

そ
の
と
き
、
き
じ
ん
い
か
り
を
や

め
、
い
か
に
ひ
め
君
、
い
ま
は
こ
れ

ま
で
な
り
。
さ
ん
げ
に
つ
み
を
ゆ
る

し
給
へ
。
⑳
わ
れ
ぜ
ん
し
や
う
は
、

人
わ
う
の
は
じ
め
に
、
お
う
し
う
に

す
み
し
も
の
な
り
。
む
ま
れ
な
が
ら

い
ろ
く
ろ
く
、
た
け
た
か
く
、
さ
な

が
ら
き
じ
ん
の
ご
と
く
な
り
と
て
、

ち
か
づ
く
人
も
な
し
。
ま
し
て
、
こ

と
葉
を
か
は
す
る
こ
と
も
な
く
、
一

し
や
う
さ
い
あ
ひ
の
み
ち
を
し
ら

ず
。
と
し
百
年
に
を
よ
び
て
、
つ
ゐ

に
む
な
し
く
な
る
。
さ
れ
ば
㉑
一
し

や
う
ふ
ぼ
ん
の
か
い
り
き
に
て
、
い

ま
天
じ
や
う
に
む
ま
れ
、
ほ
と
け
の

國
に
は
す
み
け
れ
ど
も
、
あ
く
し
ん

は
く
ち
せ
ず
、
き
じ
ん
の
す
が
た
と

な
り
け
り
。
し
か
る
に
、
㉒
御
身
、

ち
ぎ
り
ふ
か
く
ま
し
ま
す
事
、
わ
が

み
の
む
か
し
を
お
も
ふ
に
、
し
つ
と

た
え
が
た
く
し
て
、
こ
の
七
日
が
あ

ひ
だ
、
あ
く
ぎ
や
う
、
ふ
だ
う
の
は

た
ら
き
を
な
す
と
い
へ
ど
も
、
こ
れ

よ
こ
し
ま
の
み
ち
な
れ
ば
、
さ
ら
に

御
身
を
い
た
み
給
は
ず
。
此
ほ
ど
の

せ
め
に
よ
り
、
も
ろ
〳
〵
の
あ
く
ご

う
ぼ
ん
な
ふ
、
み
な
こ
と
〴
〵
く
せ

う
め
つ
し
て
、
御
身
も
け
ふ
よ
り
天

人
と
な
り
給
ふ
ぞ
や
。
㉓
此
ぎ
や
く

え
ん
に
ひ
か
れ
て
、
あ
つ
き
の
心
を

ひ
る
が
え
し
、
我
も
し
ゆ
ご
し
ん
と

な
ら
ん
、
と
か
う
べ
を
地
に
つ
け

て
、
か
い
げ
し
け
る
こ
そ
ふ
し
ぎ
な

れ
。

該
当
箇
所
な
し
。

　
【
表
八
】
は
、
鬼
神
の
与
え
る
困
難
を
乗
り
越
え
た
姫
君
に
対
し
、
鬼
神
が

自
ら
の
過
去
を
語
る
場
面
で
あ
る
。【
表
七
】
で
取
り
上
げ
た
場
面
の
後
、
冊

子
系
本
文
・
絵
巻
系
本
文
と
も
に
、
鬼
神
は
姫
君
に
対
し
、
三
つ
の
困
難
を
与
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な
い
だ
ろ
う
か
。
姫
君
と
あ
め
わ
か
み
こ
の
仲
を
引
き
離
そ
う
と
す
る
冊
子
系

本
文
の
鬼
神
に
は
、
一
生
不
犯
の
過
去
が
あ
っ
た
。
鬼
神
を
鬼
神
た
ら
し
め
て

い
る
の
は
、
あ
め
わ
か
み
こ
の
父
と
し
て
登
場
さ
せ
る
絵
巻
系
本
文
で
は
な

く
、
独
立
し
た
存
在
と
し
て
登
場
さ
せ
る
冊
子
系
本
文
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
四
、
恋
愛
教
訓
譚
と
し
て
の
冊
子
系
本
文

　

本
章
で
は
、
従
来
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
『
七
夕
物
語
』
の
結
末

部
を
取
り
上
げ
、
冊
子
系
本
文
の
主
題
に
迫
り
た
い
。
冊
子
系
本
文
・
絵
巻
系

本
文
と
も
に
、
結
末
部
に
お
い
て
、
あ
め
わ
か
み
こ
と
姫
君
は
、
離
れ
て
暮
ら

す
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
冊
子
系
本
文
と
絵
巻
系
本
文
で
は
、
二
人
が
離

さ
れ
て
し
ま
う
き
っ
か
け
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
注
目
し
な
が
ら
、

『
七
夕
物
語
』
結
末
部
を
み
て
い
き
た
い
。

　
【
表
九
】
は
、
七
夕
の
由
来
に
つ
い
て
の
場
面
で
あ
る
。
冊
子
系
本
文
に
お

い
て
、【
表
八
】
の
場
面
の
後
、
改
悔
し
た
鬼
神
と
、
天
人
と
な
っ
た
姫
君
は
、

あ
め
わ
か
み
こ
に
連
れ
ら
れ
、
星
の
天
に
下
る
。【
表
九
】
の
冊
子
系
本
文
は

【
表
八
】
の
冊
子
系
本
文
に
続
く
場
面
で
あ
る
。
あ
め
わ
か
み
こ
は
姫
君
に
対

し
、「
人
界
に
い
る
べ
き
身
で
あ
る
の
に
、
一
緒
に
い
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な

い
だ
ろ
う
。
毎
月
七
日
に
逢
お
う
。」
と
提
案
す
る
（
㉔
）。
そ
れ
を
聞
い
た
姫

君
は
、「
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
一
夜
過
ご
す
こ
と
さ
え
で
き
な
い
私
た
ち
の
仲

な
の
に
、
一
年
に
一
度
逢
お
う
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
か
。」
と
告
げ
、
悲
し

み
の
涙
を
流
す
。
姫
君
の
涙
は
雨
と
な
っ
て
降
り
、
川
が
で
き
る
。
つ
い
に
二

人
は
、
川
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
川
が
現
在
の
天
の
川
で
あ
る

（
㉕
）。
鬼
神
も
出
世
の
本
懐
を
遂
げ
、
守
護
神
と
な
り
（
㉖
）、
あ
め
わ
か
み

こ
は
彦
星
、
姫
君
は
織
姫
と
な
っ
た
（
㉗
）。【
表
九
】
の
絵
巻
系
本
文
は
、
鬼

【
表
九
】

冊
子
系
本
文

絵
巻
系
本
文

み
こ
の
給
ふ
、
㉔
に
ん
が
い
な
る
べ

き
身
の
、
一
し
よ
に
あ
ら
ん
事
こ

そ
よ
し
な
け
れ
。
た
ゞ
月
を
へ
だ

て
ゝ
、
七
日
〳
〵
に
あ
ひ
た
て
ま
つ

ら
ん
と
ち
ぎ
り
て
、
に
し
ひ
が
し
に

わ
か
れ
給
ふ
。
ひ
め
君
き
こ
し
め

し
、
あ
ら
な
さ
け
な
き
お
ほ
せ
か

な
。
㉕
こ
の
ほ
ど
ひ
め
も
す
に
、
ち

ぎ
り
ふ
か
く
ま
し
〳
〵
て
、
わ
か
れ

て
一
夜
だ
に
あ
か
し
か
ね
つ
る
我
中

を
、
ひ
と
ゝ
せ
一
ど
あ
は
ん
と
の
た

ま
へ
ば
い
か
に
、
と
て
な
き
た
ま
へ

ば
、
お
も
ひ
の
な
み
だ
雨
と
な
り
、

こ
ひ
の
な
か
〳
〵
、
身
も
う
く
ば
か

り
に
水
い
で
ゝ
、
を
の
づ
か
ら
川
を

へ
だ
て
ゝ
お
は
し
け
る
。
い
ま
の
天

河
こ
れ
な
り
。
㉖
き
じ
ん
も
し
ゆ
つ

せ
の
ほ
ん
く
わ
い
を
と
げ
、
ま
も
り

の
神
と
な
り
に
け
り
。
㉗
い
ま
の
世

の
、
ひ
こ
ぼ
し
と
申
は
あ
め
わ
か
み

こ
、
お
た
な
ば
た
こ
れ
な
り
。
ひ
め

君
は
、
お
も
ひ
め
と
て
、
め
た
な
ば

た
と
申
な
り
。
さ
て
こ
そ
、
御
身
の

う
へ
に
、
お
も
ひ
あ
は
せ
、
し
ゆ
じ

や
う
の
ち
ぎ
り
を
ま
ぼ
り
給
ふ
と

ぞ
。

し
か
る
べ
き
に
こ
そ
あ
る
ら
め
。
㉘

も
と
の
様
に
す
み
あ
は
む
こ
と
は
、

月
に
一
度
ぞ
と
い
ひ
け
る
を
女
房
あ

し
く
聞
き
て
、
と
し
に
一
た
び
と
お

ほ
せ
ら
る
ゝ
か
、
と
い
へ
ば
、
さ
ら

ば
年
に
一
度
ぞ
と
て
、
㉙
苽
を
も
ち

て
、
な
げ
う
ち
に
う
ち
た
り
け
る

が
、
天
の
川
と
な
り
て
、
七
夕
、
ひ

こ
星
と
て
、
年
に
一
度
、
七
月
七
日

に
逢
ふ
な
り
。

【
表
九
】

冊
子
系
本
文

絵
巻
系
本
文

み
こ
の
給
ふ
、
㉔
に
ん
が
い
な
る
べ

き
身
の
、
一
し
よ
に
あ
ら
ん
事
こ

そ
よ
し
な
け
れ
。
た
ゞ
月
を
へ
だ

て
ゝ
、
七
日
〳
〵
に
あ
ひ
た
て
ま
つ

ら
ん
と
ち
ぎ
り
て
、
に
し
ひ
が
し
に

わ
か
れ
給
ふ
。
ひ
め
君
き
こ
し
め

し
、
あ
ら
な
さ
け
な
き
お
ほ
せ
か

な
。
㉕
こ
の
ほ
ど
ひ
め
も
す
に
、
ち

ぎ
り
ふ
か
く
ま
し
〳
〵
て
、
わ
か
れ

て
一
夜
だ
に
あ
か
し
か
ね
つ
る
我
中

を
、
ひ
と
ゝ
せ
一
ど
あ
は
ん
と
の
た

ま
へ
ば
い
か
に
、
と
て
な
き
た
ま
へ

ば
、
お
も
ひ
の
な
み
だ
雨
と
な
り
、

こ
ひ
の
な
か
〳
〵
、
身
も
う
く
ば
か

り
に
水
い
で
ゝ
、
を
の
づ
か
ら
川
を

へ
だ
て
ゝ
お
は
し
け
る
。
い
ま
の
天

河
こ
れ
な
り
。
㉖
き
じ
ん
も
し
ゆ
つ

せ
の
ほ
ん
く
わ
い
を
と
げ
、
ま
も
り

の
神
と
な
り
に
け
り
。
㉗
い
ま
の
世

の
、
ひ
こ
ぼ
し
と
申
は
あ
め
わ
か
み

こ
、
お
た
な
ば
た
こ
れ
な
り
。
ひ
め

君
は
、
お
も
ひ
め
と
て
、
め
た
な
ば

た
と
申
な
り
。
さ
て
こ
そ
、
御
身
の

う
へ
に
、
お
も
ひ
あ
は
せ
、
し
ゆ
じ

や
う
の
ち
ぎ
り
を
ま
ぼ
り
給
ふ
と

ぞ
。

し
か
る
べ
き
に
こ
そ
あ
る
ら
め
。
㉘

も
と
の
様
に
す
み
あ
は
む
こ
と
は
、

月
に
一
度
ぞ
と
い
ひ
け
る
を
女
房
あ

し
く
聞
き
て
、
と
し
に
一
た
び
と
お

ほ
せ
ら
る
ゝ
か
、
と
い
へ
ば
、
さ
ら

ば
年
に
一
度
ぞ
と
て
、
㉙
苽
を
も
ち

て
、
な
げ
う
ち
に
う
ち
た
り
け
る

が
、
天
の
川
と
な
り
て
、
七
夕
、
ひ

こ
星
と
て
、
年
に
一
度
、
七
月
七
日

に
逢
ふ
な
り
。
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神
が
、
あ
め
わ
か
み
こ
と
姫
君
に
、
離
れ
て
暮
ら
す
よ
う
命
令
す
る
場
面
で
あ

る
。
月
に
一
度
逢
う
よ
う
に
命
令
す
る
鬼
神
の
言
葉
を
、
姫
君
は
年
に
一
度
と

聞
き
間
違
え
て
し
ま
う
（
㉘
）。
鬼
神
が
投
げ
た
苽
か
ら
で
て
き
た
水
が
天
の

川
と
な
り
（
㉙
）、
二
人
は
年
に
一
度
、
七
月
七
日
に
逢
う
こ
と
に
な
っ
た
と

あ
る
。

　
【
表
九
】
に
お
い
て
、
冊
子
系
本
文
と
絵
巻
系
本
文
で
大
き
な
違
い
が
み
ら

れ
る
の
は
、
姫
君
に
、
月
に
一
度
の
逢
瀬
を
提
案
し
た
人
物
で
あ
る
。
冊
子
系

本
文
で
は
あ
め
わ
か
み
こ
、
絵
巻
系
本
文
で
は
鬼
神
と
な
っ
て
い
る
。
冊
子
系

本
文
に
お
い
て
、
鬼
神
は
、
姫
君
が
天
界
に
居
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
め
わ
か
み
こ
自
ら
、
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
を
提
案
し
て

い
る
。
提
案
の
理
由
は
、
本
文
中
で
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
天
界
に
行
き
、
鬼

神
か
ら
与
え
ら
れ
る
数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
再
び
共
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
姫
君
に
対
し
、
な
ぜ
あ
め
わ
か
み
こ
は
、
こ
の
よ
う
な
提

案
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
冊
子
系
本
文
と
絵
巻
系
本
文
に
共
通
す
る
点
と
し
て
は
、
姫
君
の
聞

き
間
違
え
に
よ
り
、
月
に
一
度
で
は
な
く
年
に
一
度
の
逢
瀬
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
聞
き
間
違
え
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
冊
子
系
本
文
の

結
末
部
で
明
か
さ
れ
て
い
る
。

　
【
表
十
】
は
、
語
り
手
が
、
姫
君
の
聞
き
間
違
い
の
理
由
に
つ
い
て
語
る
場

面
で
あ
る
。
冊
子
系
本
文
で
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
毎
月
七
日
に
逢

う
の
を
年
に
一
度
と
聞
き
間
違
っ
た
の
は
不
思
議
で
あ
る
が
、
人
間
の
習
い

で
、
あ
ま
り
に
も
睦
ま
じ
い
仲
は
、
つ
い
に
は
別
れ
の
も
と
と
な
る
（
㉚
）。

た
と
え
連
理
の
想
い
を
な
す
と
い
っ
て
も
、
打
ち
解
け
す
ぎ
る
の
は
、
離
別
の

は
じ
ま
り
に
な
る
（
㉛
）。
た
だ
心
を
許
し
て
い
い
加
減
に
せ
ず
、
長
い
契
り

を
人
間
に
示
す
た
め
の
御
誓
い
は
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
（
㉜
）、
と
す

る
。
絵
巻
系
本
文
で
は
、
姫
君
の
聞
き
間
違
い
の
理
由
に
つ
い
て
明
か
さ
れ
て

い
な
い
。
冊
子
系
本
文
の
み
が
、
姫
君
の
聞
き
間
違
え
の
理
由
を
明
か
し
て
お

り
、
こ
れ
は
物
語
を
構
成
す
る
う
え
で
、
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
場
面
で
あ
ろ

う
。

　

以
上
、
第
二
章
に
お
け
る
姫
君
の
人
物
造
型
、
第
三
章
に
お
け
る
鬼
神
の
正

体
、
本
章
に
お
け
る
七
夕
の
由
来
の
考
察
を
通
し
て
、
冊
子
系
本
文
、
す
な
わ

ち
「
天
稚
彦
物
語
」
の
主
題
は
、「
男
女
の
恋
愛
へ
の
教
訓
」
だ
と
考
え
る
。

【
表
二
】
や
【
表
五
】
か
ら
、
姫
君
は
も
と
も
と
、
仏
道
の
勤
め
を
怠
ら
な
い
、

信
心
深
い
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
あ
め
わ
か
み
こ
と
出

会
っ
た
後
か
ら
は
、
姫
君
が
勤
め
を
行
う
様
子
は
う
か
が
え
な
い
。
こ
の
こ
と

【
表
十
】

冊
子
系
本
文

絵
巻
系
本
文

い
か
な
れ
ば
、
月
の
七
日
に
あ
ひ
給

ふ
べ
き
と
あ
り
し
を
、
と
し
に
一

ど
ゝ
き
ゝ
あ
や
ま
り
給
ふ
事
、
ふ
し

ぎ
な
り
と
い
ふ
に
、
そ
れ
、
に
ん
げ

ん
の
な
ら
ひ
、
㉚
あ
ま
り
む
つ
ま
じ

き
中
は
、
つ
ゐ
に
わ
か
れ
の
も
と
ひ

と
な
り
、
た
と
ひ
れ
ん
り
の
お
も
ひ

を
な
す
と
も
、
㉛
さ
の
み
う
ち
と
け

た
ら
ん
は
、
り
べ
つ
の
は
じ
め
な
る

べ
し
。
た
ゞ
心
に
お
こ
た
ら
ず
、
㉜

な
が
き
ち
ぎ
り
を
に
ん
げ
ん
に
し
め

さ
ん
た
め
の
御
ち
か
ひ
、
あ
り
が
た

か
り
し
事
ど
も
な
り
。

該
当
箇
所
な
し
。

【
表
十
】

冊
子
系
本
文

絵
巻
系
本
文

い
か
な
れ
ば
、
月
の
七
日
に
あ
ひ
給

ふ
べ
き
と
あ
り
し
を
、
と
し
に
一

ど
ゝ
き
ゝ
あ
や
ま
り
給
ふ
事
、
ふ
し

ぎ
な
り
と
い
ふ
に
、
そ
れ
、
に
ん
げ

ん
の
な
ら
ひ
、
㉚
あ
ま
り
む
つ
ま
じ

き
中
は
、
つ
ゐ
に
わ
か
れ
の
も
と
ひ

と
な
り
、
た
と
ひ
れ
ん
り
の
お
も
ひ

を
な
す
と
も
、
㉛
さ
の
み
う
ち
と
け

た
ら
ん
は
、
り
べ
つ
の
は
じ
め
な
る

べ
し
。
た
ゞ
心
に
お
こ
た
ら
ず
、
㉜

な
が
き
ち
ぎ
り
を
に
ん
げ
ん
に
し
め

さ
ん
た
め
の
御
ち
か
ひ
、
あ
り
が
た

か
り
し
事
ど
も
な
り
。

該
当
箇
所
な
し
。
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か
ら
、
あ
め
わ
か
み
こ
と
出
会
っ
て
以
降
、
姫
君
は
、
以
前
と
は
異
な
り
、
一

途
な
恋
に
溺
れ
、
仏
道
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
。
あ
め
わ
か
み
こ
を
追
い
か
け
て
天
界
を
訪
れ
た
姫
君
と
、
そ
れ
を
受
け
入

れ
た
あ
め
わ
か
み
こ
は
、
鬼
神
の
存
在
に
よ
り
仲
を
阻
ま
れ
る
。
鬼
神
の
改
悔

に
よ
り
、
二
人
は
再
度
共
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
る
が
、
今
度
は
あ
め
わ
か
み

こ
自
身
が
、
月
に
一
度
逢
う
こ
と
を
提
案
す
る
。
姫
君
は
、
あ
め
わ
か
み
こ
の

提
案
を
年
に
一
度
と
聞
き
間
違
い
、
悲
し
み
の
涙
を
流
す
。
そ
の
涙
が
天
の
川

と
な
り
、
二
人
は
隔
て
ら
れ
て
し
ま
う
。
共
に
暮
ら
し
た
い
と
願
う
姫
君
の
想

い
と
は
裏
腹
に
、
二
人
は
年
に
一
度
し
か
逢
え
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
あ
め
わ
か
み
こ
と
の
恋
に
溺
れ
た
挙
げ
句
、
あ
め
わ
か
み
こ
と
の

仲
を
隔
て
ら
れ
る
姫
君
の
姿
を
読
者
に
示
す
こ
と
で
、
恋
愛
に
お
け
る
教
訓
を

説
こ
う
と
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
度
を
越
し
た
愛
情
は
、
関
係
破
綻
の
一

歩
と
な
る
。
作
者
は
二
人
の
姿
を
通
し
て
、
恋
に
溺
れ
る
こ
と
な
く
気
持
ち
を

引
き
締
め
る
こ
と
が
長
い
契
り
を
結
ぶ
こ
と
に
つ
な
が
る
と
、
読
者
に
伝
え
た

か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
よ
り
、「
天
稚
彦
物
語
」
冊
子
系
本
文

は
恋
愛
教
訓
譚
だ
と
考
え
る
。

　
　
五
、「
天
稚
彦
物
語
」
冊
子
系
本
文
の
成
立

　
「
天
稚
彦
物
語
」
冊
子
系
本
文
の
主
題
を
恋
愛
教
訓
譚
と
結
論
づ
け
た
う
え

で
、
本
章
で
は
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
伊
東
氏（
（注

（
注

が
指
摘
す
る
冊
子
系
本
文
の

問
題
点
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

　
　

�

人
間
の
住
む
下
界
を
汚
れ
た
も
の
と
す
る
の
は
、
冊
子
系
の
一
貫
し
た
ス

タ
ン
ス
で
あ
る
が
、
天
界
に
尋
ね
て
来
る
よ
う
言
い
残
し
た
御
子
自
身

が
、
月
を
隔
て
て
会
お
う
と
提
案
す
る
冊
子
系
の
本
文
は
、
や
は
り
不
自

然
な
展
開
で
あ
る
こ
と
は
い
な
め
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

伊
東
氏
が
指
摘
し
て
い
る
の
は
、【
表
九
】
冊
子
系
本
文
に
お
い
て
、
あ
め

わ
か
み
こ
が
姫
君
に
対
し
、
月
に
一
度
の
提
案
を
し
た
場
面
で
あ
る
。
あ
め

わ
か
み
こ
は
、「
に
ん
が
い
な
る
べ
き
身
の
、
一
し
よ
に
あ
ら
ん
事
こ
そ
よ
し

な
け
れ
」
と
し
て
、
姫
君
に
、
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
あ
め

わ
か
み
こ
の
言
葉
か
ら
は
、
姫
君
が
「
に
ん
が
い
な
る
べ
き
身
」
で
あ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
人
間
で
あ
り
な
が
ら
あ
め
わ
か
み

こ
と
結
ば
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
姫
君
が
、
数
多
の
難
題
を
乗
り
越
え
て
思
い

を
遂
げ
た
末
に
、
あ
め
わ
か
み
こ
か
ら
距
離
を
置
く
こ
と
を
告
げ
ら
れ
る
展
開

は
、
確
か
に
不
自
然
で
あ
る
。
伊
東
氏
は
そ
の
不
自
然
さ
の
原
因
を
追
究
し
て

い
な
い
が
、
冊
子
系
本
文
を
理
解
す
る
う
え
で
、
こ
の
点
の
解
決
は
欠
か
せ
な

い
だ
ろ
う
。
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
、
あ
め
わ
か
み
こ
、
姫
君

自
身
、
鬼
神
そ
れ
ぞ
れ
が
、
物
語
の
各
場
面
に
お
い
て
、
人
間
で
あ
る
姫
君
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
み
て
い
き
た
い
。
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【
表
十
一
】場

面

姫
君

あ
め
わ
か
み
こ

鬼
神

あ
め
わ
か
み
こ
正

体
を
明
か
す

天
界
遍
歴
　

姫
君
の
祈
り
に
よ

り
道
が
開
け
る

再
会
　
　

｢

㉝
あ
ら
あ
さ
ま
し
や
。
み
づ
か
ら
に
ん
げ

ん
の
身
と
し
て
、
や
ご
と
な
き
雲
の
上
人

に
、
夢
の
ち
ぎ
り
を
こ
め
な
が
ら
、
そ
の
な

ご
り
を
わ
す
れ
か
ね
、
し
た
ひ
た
て
ま
つ
る

も
、
い
か
で
ふ
た
た
び
、
ま
み
え
お
は
し
ま

さ
ん
。」

「
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
に
き
せ
い
し
給
ふ
南
無
や
、

日
の
も
と
の
大
小
の
じ
ん
ぎ
は
、
こ
の
た
び

ふ
う
ふ
し
う
ち
や
く
に
を
か
さ
れ
て
、
㉞
ぼ

ん
ぷ
の
身
と
し
て
天
上
に
あ
こ
が
れ
し
事
、

じ
や
い
ん
の
御
と
が
め
の
が
れ
が
た
し
と
い

へ
ど
も
（
後
略
）」

｢

ひ
め
ぎ
み
、
な
み
だ
を
お
さ
え
て
、
㉟
み

づ
か
ら
い
や
し
き
身
の
い
か
な
る
し
ゆ
く
え

ん
に
や
。
露
ば
か
り
の
ち
ぎ
り
を
こ
め
給

ひ
、
夢
の
や
う
に
ま
た
も
み
え
た
ま
は
ざ
る

事
、
う
ら
み
て
も
あ
ま
り
あ
り
。
さ
れ
ば
㊱

ぜ
む
せ
の
か
い
ぎ
や
う
つ
た
な
き
ゆ
へ
に
、

げ
か
い
の
に
ん
げ
ん
と
む
ま
れ
け
る
こ
そ
、

か
な
し
け
れ
。」

「
心
ざ
し
の
せ
つ
な
る
こ
と
に
ひ
か
れ
て
、

か
り
に
に
ん
が
い
に
下
り
、
お
ぼ
え
ず
ち
ぎ

り
を
こ
め
侍
る
事
、
あ
さ
か
ら
ぬ
た
め
し
な

り
。
さ
れ
ば
い
つ
ま
で
か
、
㊲
つ
た
な
き
く

に
に
す
む
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
天
じ
や
う
に

か
へ
ら
ん
と
お
も
ふ
な
り
。
い
ま
七
日
す
ぎ

は
、
ま
た
ま
い
り
あ
ふ
べ
き
な
り
。」

「
そ
れ
㊳
天
上
の
な
ら
ひ
と
し
て
、
か
り
に

も
に
ん
げ
ん
に
ま
み
ゆ
る
事
か
た
し
。
さ
れ

ど
も
、
ゆ
う
な
る
な
さ
け
に
ひ
か
れ
て
あ
ま

く
だ
る
と
い
へ
ど
も
、
つ
ゐ
に
そ
ひ
は
つ
べ

き
身
な
ら
ね
ば
、
心
な
ら
ず
も
う
ち
す
て

ぬ
。」

鬼
神
の
登
場

鬼
神
に
攫
わ
れ
る

姫
君

天
人
に
な
る

姫
君

星
の
天
へ

「
㊴
御
身
、
ふ
じ
や
う
な
る
身
な
れ
ば
、
あ

く
ま
の
し
や
う
け
の
が
れ
給
は
じ
。
㊵
い
ま

十
七
日
す
ぎ
は
、
し
や
う
〴
〵
の
身
と
成

て
、
天
人
の
く
ら
ゐ
に
い
た
り
給
ふ
。」

「
い
つ
ま
で
よ
な
〳
〵
か
よ
ふ
べ
き
。
い

ざ
ゝ
ら
ば
、
㊶
ふ
し
や
う
ふ
め
つ
の
ほ
と
け

と
な
り
、
み
ら
い
や
う
〳
〵
に
い
た
る
ま

で
、
く
ち
せ
ぬ
ち
ぎ
り
を
結
ば
ん
。」

「
㊷
に
ん
が
い
な
る
べ
き
身
の
一
し
よ
に
あ

ら
ん
事
こ
そ
よ
し
な
け
れ
。
た
ゞ
月
を
へ
だ

て
ゝ
、
七
日
〳
〵
に
あ
ひ
た
て
ま
つ
ら
ん

（
後
略
）」

｢

い
か
な
れ
ば
、
げ
か
い
の
人
間
を
こ
れ
に

は
と
ゞ
め
給
ふ
ぞ
や
。
㊸
天
じ
や
う
と
申
す

は
、
ほ
と
け
の
国
に
侍
れ
ば
、
ぼ
ん
ぷ
の
身

を
か
へ
ず
し
て
き
た
る
事
、
か
い
び
や
く
よ

り
こ
の
か
た
、
そ
の
た
め
し
な
し
。
い
そ
ぎ

お
つ
く
し
給
へ
。」

「
な
ん
ぢ
、
し
う
ち
や
く
ふ
か
く
此
所
に
き

た
る
事
、
㊹
天
上
の
け
が
る
ゝ
こ
そ
き
つ
く

わ
い
な
れ
。」

｢

此
ほ
ど
の
せ
め
に
よ
り
、
も
ろ
〳
〵
の
あ

く
ご
う
、
ぼ
ん
な
ふ
、
み
な
こ
と
〴
〵
く
せ

う
め
つ
し
て
、
㊺
御
身
も
け
ふ
よ
り
天
人
と

な
り
給
ふ
ぞ
や
。」
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【
表
十
一
】場

面

姫
君

あ
め
わ
か
み
こ

鬼
神

あ
め
わ
か
み
こ
正

体
を
明
か
す

天
界
遍
歴
　

姫
君
の
祈
り
に
よ

り
道
が
開
け
る

再
会
　
　

｢

㉝
あ
ら
あ
さ
ま
し
や
。
み
づ
か
ら
に
ん
げ

ん
の
身
と
し
て
、
や
ご
と
な
き
雲
の
上
人

に
、
夢
の
ち
ぎ
り
を
こ
め
な
が
ら
、
そ
の
な

ご
り
を
わ
す
れ
か
ね
、
し
た
ひ
た
て
ま
つ
る

も
、
い
か
で
ふ
た
た
び
、
ま
み
え
お
は
し
ま

さ
ん
。」

「
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
に
き
せ
い
し
給
ふ
南
無
や
、

日
の
も
と
の
大
小
の
じ
ん
ぎ
は
、
こ
の
た
び

ふ
う
ふ
し
う
ち
や
く
に
を
か
さ
れ
て
、
㉞
ぼ

ん
ぷ
の
身
と
し
て
天
上
に
あ
こ
が
れ
し
事
、

じ
や
い
ん
の
御
と
が
め
の
が
れ
が
た
し
と
い

へ
ど
も
（
後
略
）」

｢

ひ
め
ぎ
み
、
な
み
だ
を
お
さ
え
て
、
㉟
み

づ
か
ら
い
や
し
き
身
の
い
か
な
る
し
ゆ
く
え

ん
に
や
。
露
ば
か
り
の
ち
ぎ
り
を
こ
め
給

ひ
、
夢
の
や
う
に
ま
た
も
み
え
た
ま
は
ざ
る

事
、
う
ら
み
て
も
あ
ま
り
あ
り
。
さ
れ
ば
㊱

ぜ
む
せ
の
か
い
ぎ
や
う
つ
た
な
き
ゆ
へ
に
、

げ
か
い
の
に
ん
げ
ん
と
む
ま
れ
け
る
こ
そ
、

か
な
し
け
れ
。」

「
心
ざ
し
の
せ
つ
な
る
こ
と
に
ひ
か
れ
て
、

か
り
に
に
ん
が
い
に
下
り
、
お
ぼ
え
ず
ち
ぎ

り
を
こ
め
侍
る
事
、
あ
さ
か
ら
ぬ
た
め
し
な

り
。
さ
れ
ば
い
つ
ま
で
か
、
㊲
つ
た
な
き
く

に
に
す
む
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
天
じ
や
う
に

か
へ
ら
ん
と
お
も
ふ
な
り
。
い
ま
七
日
す
ぎ

は
、
ま
た
ま
い
り
あ
ふ
べ
き
な
り
。」

「
そ
れ
㊳
天
上
の
な
ら
ひ
と
し
て
、
か
り
に

も
に
ん
げ
ん
に
ま
み
ゆ
る
事
か
た
し
。
さ
れ

ど
も
、
ゆ
う
な
る
な
さ
け
に
ひ
か
れ
て
あ
ま

く
だ
る
と
い
へ
ど
も
、
つ
ゐ
に
そ
ひ
は
つ
べ

き
身
な
ら
ね
ば
、
心
な
ら
ず
も
う
ち
す
て

ぬ
。」

鬼
神
の
登
場

鬼
神
に
攫
わ
れ
る

姫
君

天
人
に
な
る

姫
君

星
の
天
へ

「
㊴
御
身
、
ふ
じ
や
う
な
る
身
な
れ
ば
、
あ

く
ま
の
し
や
う
け
の
が
れ
給
は
じ
。
㊵
い
ま

十
七
日
す
ぎ
は
、
し
や
う
〴
〵
の
身
と
成

て
、
天
人
の
く
ら
ゐ
に
い
た
り
給
ふ
。」

「
い
つ
ま
で
よ
な
〳
〵
か
よ
ふ
べ
き
。
い

ざ
ゝ
ら
ば
、
㊶
ふ
し
や
う
ふ
め
つ
の
ほ
と
け

と
な
り
、
み
ら
い
や
う
〳
〵
に
い
た
る
ま

で
、
く
ち
せ
ぬ
ち
ぎ
り
を
結
ば
ん
。」

「
㊷
に
ん
が
い
な
る
べ
き
身
の
一
し
よ
に
あ

ら
ん
事
こ
そ
よ
し
な
け
れ
。
た
ゞ
月
を
へ
だ

て
ゝ
、
七
日
〳
〵
に
あ
ひ
た
て
ま
つ
ら
ん

（
後
略
）」

｢

い
か
な
れ
ば
、
げ
か
い
の
人
間
を
こ
れ
に

は
と
ゞ
め
給
ふ
ぞ
や
。
㊸
天
じ
や
う
と
申
す

は
、
ほ
と
け
の
国
に
侍
れ
ば
、
ぼ
ん
ぷ
の
身

を
か
へ
ず
し
て
き
た
る
事
、
か
い
び
や
く
よ

り
こ
の
か
た
、
そ
の
た
め
し
な
し
。
い
そ
ぎ

お
つ
く
し
給
へ
。」

「
な
ん
ぢ
、
し
う
ち
や
く
ふ
か
く
此
所
に
き

た
る
事
、
㊹
天
上
の
け
が
る
ゝ
こ
そ
き
つ
く

わ
い
な
れ
。」

｢

此
ほ
ど
の
せ
め
に
よ
り
、
も
ろ
〳
〵
の
あ

く
ご
う
、
ぼ
ん
な
ふ
、
み
な
こ
と
〴
〵
く
せ

う
め
つ
し
て
、
㊺
御
身
も
け
ふ
よ
り
天
人
と

な
り
給
ふ
ぞ
や
。」

　
【
表
十
一
】
は
、
姫
君
、
あ
め
わ
か
み
こ
、
鬼
神
そ
れ
ぞ
れ
の
、
姫
君
が
人

間
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
心
情
が
あ
ら
わ
れ
た
部
分
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ

る
。
姫
君
は
、
人
間
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
め
わ
か
み
こ
に
恋
心
を
抱
い
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
見
苦
し
く
卑
し
い
と
考
え
て
い
た
（
㉝
～
㉟
）。
そ
し
て
、

人
間
と
し
て
生
ま
れ
た
の
は
、
前
世
で
戒
行
を
怠
っ
た
た
め
だ
（
㊱
）
と
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
姫
君
に
は
、
物
語
全
体
を
通
し
て
、
自
ら
が
人
間
で
あ

る
こ
と
を
嘆
く
描
写
が
多
く
み
ら
れ
る
。

　

鬼
神
は
、
仏
の
国
で
あ
る
天
界
に
、
姫
君
が
人
間
の
身
の
ま
ま
来
た
こ
と
を

咎
め
て
い
る
（
㊸
）。
姫
君
の
存
在
は
、
天
界
を
不
浄
に
染
め
て
し
ま
う
（
㊹
）

と
も
考
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
あ
め
わ
か
み
こ
の
加
護
に
よ
り
、
困
難
を
逃

れ
る
姫
君
を
見
て
、
人
界
に
帰
す
こ
と
は
叶
わ
な
い
と
悟
っ
た
鬼
神
は
、
態
度

を
一
変
し
、
姫
君
を
天
人
と
し
て
認
め
て
い
る
（
㊺
）。
鬼
神
は
、
物
語
に
お
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い
て
、
人
界
や
人
間
に
対
し
て
、
悪
い
印
象
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
一
貫

し
て
い
る
。
し
か
し
、
姫
君
が
天
人
と
な
る
事
は
認
め
て
お
り
、
天
人
と
な
っ

た
後
は
、
あ
め
わ
か
み
こ
と
暮
ら
す
こ
と
を
咎
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
あ
め
わ
か
み
こ
の
心
情
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
本
来
な
ら
、
天
人

が
人
間
と
交
わ
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
い
（
㊳
）。
と
こ
ろ
が
、
あ
め
わ
か

み
こ
は
、
姫
君
の
志
に
惹
か
れ
た
た
め
、
天
人
の
身
で
あ
り
な
が
ら
人
界
に
下

る
。
人
界
で
逢
瀬
を
重
ね
る
二
人
で
あ
っ
た
が
、
あ
め
わ
か
み
こ
は
、
と
る
に

た
ら
な
い
人
界
に
こ
の
ま
ま
住
み
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
姫
君
を
残

し
て
天
界
に
戻
る
（
㊲
）。
天
界
で
の
再
会
後
、
あ
め
わ
か
み
こ
は
、
鬼
神
に

さ
ら
わ
れ
る
姫
君
に
対
し
、
不
浄
な
身
な
の
で
仕
方
が
な
い
し
（
㊴
）、
十
七

日
が
過
ぎ
れ
ば
天
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
（
㊵
）
と
告
げ
る
。
あ
め
わ
か
み

こ
自
身
も
、
鬼
神
と
同
様
、
姫
君
が
人
間
で
あ
る
こ
と
を
好
ま
し
く
思
っ
て
い

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
困
難
を
乗
り
越
え
た
姫
君
に
対
し
て
は
、
不

生
不
滅
の
仏
と
な
っ
て
、
永
遠
の
契
り
を
結
ぼ
う
（
㊶
）
と
告
げ
て
い
る
。
本

来
な
ら
ば
、
天
人
と
な
っ
た
姫
君
は
、
あ
め
わ
か
み
こ
と
共
に
天
界
で
暮
ら
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
冊
子
系
本
文
で
は
、
こ
の

場
面
の
後
に
、
二
人
が
仲
睦
ま
じ
く
暮
ら
す
様
子
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
あ
め

わ
か
み
こ
は
、
人
界
に
い
る
べ
き
で
あ
る
は
ず
の
姫
君
と
、
天
界
で
暮
ら
す
の

は
好
ま
し
く
な
い
（
㊷
）
と
告
げ
る
。【
表
七
】
冊
子
系
本
文
で
は
、
人
間
で

あ
る
姫
君
を
、
人
界
に
戻
す
よ
う
求
め
る
鬼
神
に
対
し
、
あ
め
わ
か
み
こ
は
、

強
い
態
度
で
反
抗
し
て
い
た
。
姫
君
が
人
間
で
あ
る
と
き
さ
え
、
離
れ
る
こ
と

を
拒
ん
だ
あ
め
わ
か
み
こ
が
、
天
人
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
離
れ
て
暮

ら
す
こ
と
を
提
案
す
る
の
は
い
か
に
も
不
自
然
で
あ
る
。
困
難
を
乗
り
越
え
、

天
人
と
な
っ
た
姫
君
が
、
あ
め
わ
か
み
こ
と
共
に
天
界
で
再
び
仲
良
く
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
結
末
の
方
が
、
本
来
の
物
語
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。【
表
十
一
】
㊶
に
お
け
る
、
あ
め
わ
か
み
こ
の
発
言

の
後
、
あ
め
わ
か
み
こ
と
姫
君
、
鬼
神
は
三
人
で
星
の
天
に
下
る
。
も
し
こ
の

場
面
が
物
語
の
結
末
で
あ
っ
た
な
ら
、
主
題
は
恋
愛
成
就
譚
と
い
え
た
で
あ
ろ

う
。
あ
め
わ
か
み
こ
が
姫
君
に
月
に
一
度
の
逢
瀬
を
提
案
し
た
場
面
が
な
け
れ

ば
、
矛
盾
の
な
い
本
文
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
天
稚
彦

物
語
」
冊
子
系
本
文
が
成
立
す
る
以
前
に
、
あ
め
わ
か
み
こ
と
姫
君
の
恋
愛
成

就
譚
を
描
く
物
語
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ

う
。

　

そ
こ
で
、
い
ま
仮
に
、
冊
子
系
本
文
の
も
と
と
な
っ
た
本
文
、
す
な
わ
ち
原

冊
子
系
本
文
の
存
在
を
想
定
す
れ
ば
、
問
題
点
が
二
点
あ
げ
ら
れ
る
。

　

一
点
目
は
、
七
夕
の
由
来
で
あ
る
。「
天
稚
彦
物
語
」
は
、
従
来
冊
子
系
・

絵
巻
系
と
も
に
七
夕
の
由
来
譚
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
原
冊
子
系
本
文
か

ら
結
末
部
を
除
け
ば
、
七
夕
の
由
来
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
場
面
は
な
く
な
る
こ

と
に
な
る
。「
天
稚
彦
物
語
」
冊
子
系
本
文
に
お
い
て
、
七
夕
に
関
し
て
述
べ

ら
れ
て
い
る
の
は
、
物
語
冒
頭
部
と
結
末
部
の
み
で
あ
っ
た
。
原
冊
子
系
本
文

は
、
冊
子
系
本
文
か
ら
七
夕
の
由
来
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
冒
頭
部
と
結
末

部
を
除
い
た
も
の
だ
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

二
点
目
は
、
登
場
人
物
の
本
地
で
あ
る
。
冊
子
系
本
文
で
は
、
七
夕
の
由
来

が
語
ら
れ
た
の
ち
、
登
場
人
物
の
本
地
が
語
ら
れ
る
。
鬼
神
の
本
地
は
、
愛
染

明
王
で
あ
っ
た
。
愛
染
明
王
を
本
地
に
も
つ
鬼
神
が
、
あ
め
わ
か
み
こ
と
姫
君

に
正
し
い
道
を
歩
ま
せ
る
た
め
に
、
二
人
を
引
き
離
そ
う
と
し
た
と
考
え
る
こ

と
も
出
来
る
。
し
か
し
、【
表
八
】
冊
子
系
本
文
に
お
い
て
、
鬼
神
は
、
自
身

の
前
世
の
せ
い
で
、
姫
君
を
襲
っ
た
こ
と
を
告
白
し
て
い
た
。
愛
染
明
王
と
し

て
の
本
地
と
、
前
世
の
因
縁
に
縛
ら
れ
た
鬼
神
の
行
動
や
役
割
は
無
関
係
で
あ

る
。
ま
た
、
あ
め
わ
か
み
こ
、
姫
君
も
、
そ
れ
ぞ
れ
本
地
が
勢
至
菩
薩
、
如
意
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輪
観
音
と
あ
る
が
、
物
語
に
本
地
が
影
響
を
与
え
て
い
る
場
面
は
見
当
た
ら
な

い
。
登
場
人
物
の
本
地
を
語
る
物
語
結
末
部
は
、
冊
子
系
本
文
の
主
題
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
よ
り
、
冊
子
系
本
文
が
成
立
す
る
以
前
に
、
冒
頭
部
と
結
末
部
を
除
い

た
物
語
が
す
で
に
完
成
し
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
を
原
冊
子
系
本
文
と
想
定
で
き

る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
こ
の
仮
説
に
よ
り
、「
天
稚
彦
物
語
」
の
書
名
が
複

数
存
在
し
て
い
る
こ
と
や
、
冊
子
系
本
文
に
矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
理
由
の

説
明
も
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
注
】

 

（
１�

）
秋
山
光
和
「
天
稚
彦
草
紙
繪
巻
を
め
ぐ
る
諸
問
題
─
上
巻
圖
様
の
新
出

を
機
に
─
」（『
國
華
』
九
八
五
、
一
九
七
五
年
十
二
月
）

 

（
２�

）
松
波
久
子
「
御
伽
草
子
『
七
夕
』
と
昔
話
」（『
大
阪
青
山
短
大
国
文
』
三
、

一
九
八
七
年
二
月
）

 

（
３�

）
勝
俣
隆
「
中
世
小
説
『
あ
め
わ
か
み
こ
』
の
七
夕
系
本
文
系
統
新
旧
に

関
す
る
一
考
察
─
絵
と
本
文
の
齟
齬
を
通
し
て
ー
」（『
愛
文
』
二
三
、
一

九
八
七
年
九
月
）

 

（
４�

）
松
浪
久
子
「
御
伽
草
子
『
七
夕
』
の
展
開
─
本
文
と
絵
の
関
連
か
ら
ー
」

（『
大
阪
青
山
短
大
国
文
』
四
、
一
九
八
八
年
二
月
）

 

（
５�

）
伊
東
祐
子
「〈
天
稚
彦
草
子
〉
の
二
系
統
の
本
文
を
め
ぐ
っ
て
─
絵
巻
系

か
ら
冊
子
系
へ
─
」（『
国
語
と
国
文
学
』
八
一
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）

 

（
６�

）
勝
俣
隆
「
お
伽
草
子
『
七
夕
（
天
稚
彦
草
子
）』
の
諸
問
題
」（『
奈
良
絵

本
・
絵
巻
研
究
』
四
、
二
〇
〇
六
年
九
月
）

 

（
７�

）
伊
東
祐
子
「〈
天
稚
彦
草
子
〉
の
二
系
統
の
本
文
の
展
開
と
そ
の
性
格
─

絵
巻
系
・
冊
子
系
・
赤
城
文
庫
旧
蔵
本
・
乾
陸
魏
説
話
を
め
ぐ
っ
て
ー
」（『
都

留
文
科
大
学
研
究
紀
要
』
六
五
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）

 

（
８
）（
７
）
に
同
じ

 

（
９
）（
７
）
に
同
じ

 

（
10
）（
７
）
に
同
じ

 

（
11
）（
７
）
に
同
じ

【
付
記
】

　

本
稿
は
、
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
第
五
〇
回
研
究
発
表
会
（
二

〇
二
五
年
五
月
十
日
開
催
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。
席
上
ご
質
問
ご

教
示
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
た
む
ら
・
ち
な
つ
）
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